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田
中
昭
之
・
木
川
正
也

建
築
調
査
か
ら
み
え
る
国
士
舘
大
講
堂
の
建
築
的
特
性

論
文
と
資
料
紹
介
―
論
文

「
国
士
舘
大
講
堂
」（
以
下
、「
大
講
堂
」）
は
、
文
化
審
議
会
文

化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
に
よ
る
同
審
議
会
の
文
部
科
学
大
臣

へ
の
答
申
に
基
づ
い
て
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
一
〇
月

二
七
日
、「
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）」
に
登
録
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
登
録
の
申
請
に
先
立
ち
、
二
〇
一
六
年
七
月
に

行
っ
た
大
講
堂
の
調
査
に
基
づ
き
、
大
講
堂
の
建
築
的
特
性
と
改

修
・
改
変
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
　
大
講
堂
の
概
要

大
講
堂
の
建
築
年
代
を
直
接
示
す
棟
礼
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
雑
誌
『
大
民
』（
第
四
巻
第
八
号
・
第
五
巻
第
三
号
、
青
年

大
民
団
、
一
九
一
九
年
八
月
・
同
年
一
二
月
）
に
は
、
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
七
月
二
七
日
に
上
棟
式
、
同
年
一
一
月
九
日
に
落

成
式
な
ら
び
に
開
舘
式
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
設
計
者
、
施
工
者
に
つ
い
て
の
明
確
な
記
録
は
な
い

表
1

　国
士
舘
大
講
堂

　建
物
概
要
（
現
在
）

建
築
年
代

構
造

外
部
仕
上

内
部
仕
上

規
模

大
正
8

（
1
9
1
9
）年

上
棟

木
造
平

屋
建
て

腰
下
：�

洗
出
し
モ

ル
タ
ル
、

一
部
竪
板

張
り

腰
上
：
漆
喰
塗

屋
根
：�

銅
板
平
葺

き

［
中
央
部
］

天
井
：�

折
上
格
天

井
、
一
部

目
透
し
板

張
り

壁
　
：
漆
喰
塗

床
　
：�

畳（
縁
付
）

建
築
面
積

285
・
34
㎡

（
86
・
20
坪
）

延
床
面
積

268
・
81
㎡

（
81
・
21
坪
）

［
廊
下
部
］

天
井
：�

竿
縁
天
井

壁
　
：
漆
喰
塗

床
　
：�

畳（
縁
付
）、

一
部
寄
木

貼
り
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図 1　2016 年　国士舘大講堂平面図
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が
、
当
時
の
設
計
図
の
署
名
、
な
ら
び
に
上
棟
式
の
写
真
に
み
え

る
職
人
の
法
被
に
「
渡
邉
店
」
と
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
な

お
、
現
時
点
「
渡
邉
店
」
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

二
　
調
査

二
〇
一
六
（
平
成
二
八
）
年
度
に
実
施
し
た
調
査
は
、
大
講
堂

の
建
築
時
か
ら
現
在
ま
で
の
用
途
や
機
能
、
お
よ
び
建
築
時
の
構

法
や
建
築
後
に
行
わ
れ
た
改
変
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
建
築
的
特

性
を
分
析
し
た
。

本
調
査
は
大
き
く
二
つ
の
方
向
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
。
一
つ

目
は
現
存
す
る
大
講
堂
か
ら
直
接
的
に
情
報
を
抽
出
す
る
現
地
調

査
、
二
つ
目
は
国
士
舘
史
資
料
室
に
保
管
さ
れ
て
い
る
図
面
、
写

真
等
の
資
料
調
査
（
大
学
関
係
者
か
ら
の
聞
取
り
含
む
）
を
実
施

し
た
。

1
　
建
築
調
査

⑴
　
建
築
図
面
実
測
等
調
査

現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
既
存
図
面
（
配
置
図
、
平
面
図
）
と

の
照
合
、
お
よ
び
建
築
的
特
性
を
把
握
す
る
た
め
に
必
要
な
図
面

の
作
成
（
断
面
図
や
伏
図
、
実
測
に
よ
る
野
帳）

1
（

図
面
な
ど
の
作

成
）。

⑵
　
仕
様
・
構
法
調
査

大
講
堂
の
建
築
的
特
性
を
把
握
す
る
た
め
、
仕
様
（
使
用
材
料

や
仕
上
げ
な
ど
）、
お
よ
び
構
法
（
建
築
時
や
そ
の
後
の
改
変
後

の
も
の
な
ど
）
の
ス
ケ
ッ
チ
、
記
録
。

⑶
　
痕
跡
調
査

建
築
部
材
に
残
る
痕
跡
（
現
存
し
な
い
部
材
が
あ
た
っ
て
い
た

仕し

口ぐ
ち

な）
2
（

ど
の
跡
）
の
ス
ケ
ッ
チ
、
記
録
。

⑷
　
調
査
記
録
写
真
の
撮
影

2
　
資
料
調
査

主
に
国
士
舘
史
資
料
室
が
保
管
し
て
い
る
古
図
面
・
古
写
真
、

修
理
記
録
な
ど
の
資
料
の
写
し
を
借
用
し
て
内
容
の
分
析
を
行
っ

た
。
ま
た
、
国
土
地
理
院
が
保
有
す
る
古
い
航
空
写
真
な
ど
も
並

行
し
て
調
査
し
た
。

3
　
調
査
日
程
等

⑴
　
日
程

現
地
調
査
：
二
〇
一
六
年
七
月
七
日
～
同
月
八
日

資
料
調
査
：
二
〇
一
六
年
七
月
二
八
日

⑵
　
調
査
員

田
中
昭
之
、
木
川
正
也
、
牧
野
徹
、
伊
藤
香
織
、
川
原
聡
史
、

片
山
か
な
子
（
以
上
、
株
式
会
社
建
文
）
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三
　
現
状
か
ら
み
る
建
築
的
特
性

1
　
立
地
・
配
置

大
講
堂
の
建
つ
国
士
舘
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
世
田
谷

区
世
田
谷
四
丁
目
に
位
置
す
る
。
周
辺
に
は
北
側
に
小
田
急
線

梅
ヶ
丘
駅
、
東
側
に
吉
田
松
陰
を
祀
る
松
陰
神
社
が
あ
る
。
南
側

は
世
田
谷
区
役
所
と
接
し
、
そ
の
先
に
は
東
急
世
田
谷
線
が
走

る
。
西
側
は
勝
国
寺
に
接
し
、
し
ば
ら
く
行
く
と
井
伊
家
の
菩
提

寺
で
井
伊
直
弼
の
墓
所
が
所
在
す
る
豪
徳
寺
が
あ
る
。

大
講
堂
は
、
南
側
正
門
よ
り
北
進
し
た
真
正
面
、
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
ほ
ぼ
中
央
に
南
面
し
て
配
さ
れ
る
。
そ
の
東
に
は
五
号

館
（
一
九
五
八
年
竣
工
）、
北
に
は
一
〇
号
館
（
一
九
六
六
年
竣

工
）、
西
に
は
七
号
館
（
一
九
六
三
年
竣
工
）
と
八
号
館

（
一
九
六
四
年
竣
工
）
が
あ
り
、周
り
三
方
を
校
舎
に
囲
ま
れ
る
。

講
堂
の
南
前
に
は
、
植
栽
サ
ー
ク
ル
に
囲
ま
れ
た
創
立
者
・
柴

田
德
次
郎
の
銅
像
が
建
つ
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
通
路
は
、
こ
の
銅

像
と
大
講
堂
を
中
心
起
点
と
し
て
東
西
南
北
に
通
っ
て
お
り
、
大

講
堂
の
周
り
は
学
生
達
が
行
き
交
う
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
国
士
舘
が
移
転
し
た
当
初
計
画
（
一
九
一
九
年
一
一
月
に
建

て
ら
れ
た
大
講
堂
、
本
部
棟
、
寄
宿
舎
、
道
場
の
四
棟
）
の
軸
線

が
基
本
と
な
り
、
そ
の
後
も
唯
一
残
っ
て
き
た
大
講
堂
を
核
と
し

て
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
整
備
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

2
　
用
途
・
間
取
り
・
意
匠
等

大
講
堂
は
、
建
設
当
初
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
様
々

な
式
典
や
講
演
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
関
東
大
震
災
の

際
は
被
災
者
を
広
く
受
け
入
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る）

3
（

。

現
在
は
、
大
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
行
事
や
サ
ー
ク
ル

活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

大
講
堂
は
基き

壇だ
ん

上）
4
（

に
建
つ
木
造
平
屋
建
て
の
真し
ん

壁か
べ

造）
5
（

り
で
、
梁

間
八
間
、
桁
行
一
〇
間
、
南
正
面
に
間
口
三
間
の
向ご

拝は
い

が）
6
（

つ
き
、

切
目）

7
（

板
張
り
の
濡ぬ

れ
縁え
ん

が）
8
（

正
面
に
付
く
。
屋
根
は
妻
入
り）

9
（

の
反
り

の
あ
る
入い

り

母も

屋や

造
り）
（1
（

と
し
、
向
拝
部
分
を
葺
き
下
ろ
す
。
現
在
の

屋
根
葺
き
材
は
銅
板
平
葺
き
で
、
向
拝
の
軒
先
に
銅
製
の
軒の

き

樋ど
い

を）
（（
（

渡
す
。
外
壁
は
腰）
（1
（

下
を
洗
い
出
し
モ
ル
タ
ル
、
腰
上
を
漆
喰
仕
上

げ
と
し
、
側
柱
の
柱
頭
部
に
舟ふ

な

肘ひ
じ

木き

を）
（1
（

据
え
る
。
上う
わ

屋や

筋）
（1
（

の
丸
柱

は
九
寸
（
直
径
二
七
二
㎜
）
と
し
、
側
柱
は
五
・
五
寸
（
一
六
五

㎜
）
角
、
向
拝
柱
は
九
・
七
寸
（
二
九
三
㎜
）
角
と
す
る
。
間
取

り
は
、
中
央
を
一
〇
八
畳
（
五
四
坪
）
敷
き
の
広
間
と
し
、
そ
の

南
東
西
三
方
に
幅
一
間
（
一
八
一
八
㎜
）
の
畳
敷
き
廊
下
を
廻

す
。
廊
下
は
天
井
高
さ
一
一
・
八
尺
（
三
五
六
九
㎜
）
の
竿さ

お

縁ぶ
ち

天て
ん

井じ
ょ
う

と）
（1
（

す
る
。
広
間
は
天
井
高
さ
一
六
・
二
尺
（
四
九
一
三
㎜
）
の

折お
り

上あ
げ

格ご
う

天て
ん

井じ
ょ
う

と）
（1
（

し
て
広
間
の
格
式
を
高
め
て
い
る
。
広
間
正
面
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図 2　世田谷キャンパス内の国士舘大講堂の位置（2017 年現）

NN
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奥
に
は
幅
三
間
、
奥
行
一
間
、
高
さ
一
・
五
尺
（
四
五
五
㎜
）
の

畳
敷
き
の
講
壇
を
設
け
る
。
そ
の
奥
に
は
、
さ
ら
に
五
・
七
寸

（
一
七
三
㎜
）
上
げ
た
幅
二
間
、
奥
行
四
尺
（
一
二
一
二
㎜
）
の

床
の
間
を
設
え
る
。
両
脇
廊
下
の
北
奥
は
、
左
右
と
も
物
置
と
す

る
。外

観
は
一
見
す
る
と
入
母
屋
造
り
、
妻
入
り
、
流
れ
向
拝
付
き

の
神
社
仏
閣
の
様
相
を
呈
し
て
お
り
、「
国
士
舘
上
棟
式
記
事
」

（『
大
民
』
第
四
巻
第
八
号
、
青
年
大
民
団
、
一
九
一
九
年
八
月
）

の
「
軽
薄
な
る
ペ
ン
キ
塗
、
西
洋
館
の
競
っ
て
建
造
せ
ら
る
ゝ
現

代
を
超
越
し
、［
中
略
］
鎌
倉
時
代
の
講
学
所
に
観
る
如
く
、
或

は
僧
院
の
堂
宇
に
似
て
、［
中
略
］
純
乎
た
る
日
本
式
を
発
揮
せ

る
は
、
日
本
魂
の
為
め
大
気
焰
を
吐
け
る
の
概
あ
り
」
の
記
述
通

り
、
国
士
舘
の
教
育
理
念
を
日
本
の
伝
統
的
建
築
に
よ
っ
て
象
徴

的
に
表
現
し
て
い
る
。

3
　
構
法

⑴
　
計
画
寸
法

平
面
計
画
寸
法
は
、
各
柱
間
寸
法
を
実
測
し
た
結
果
、
一
間

（
六
尺
）
は
一
八
一
八
㎜
、
二
間
（
一
二
尺
）
は
三
六
三
六
㎜
の

近
似
値
を
示
し
た
。
一
尺
が
三
〇
三
㎜
の
尺
貫
法
に
よ
り
計
画
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

断
面
計
画
寸
法
は
、正
面
出
入
口
内う

ち

法の
り

七）
（1
（

・
九
六
尺
（
二
四
一
三

㎜
）、
広
間
、
廊
下
境
内
法
八
・
五
三
尺
（
二
五
八
六
㎜
）、
土
台

上
端
か
ら
敷し

き

桁げ
た

上）
（1
（

端
ま
で
が
一
九
・
九
尺
（
六
〇
五
三
㎜
）、
敷
桁

上
端
か
ら
棟む

な

木ぎ

上）
（1
（

端
ま
で
が
一
六
・
〇
六
尺
（
四
八
六
八
㎜
）
で

あ
っ
た
。

枝し

割わ

り）
11
（

（
垂た
る

木き

割わ

り
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
枝
寸
法
（
垂
木）
1（
（

が
配
さ
れ
る
間
隔
）
の
実
測
値
は
一
・
五
尺
（
四
五
五
㎜
）
で
あ

る
。
正
面
の
向
拝
お
よ
び
出
入
口
の
柱
間
は
一
二
枝
（
一
・
五
尺

／
枝
×
一
二
枝
＝
一
八
尺
）、
そ
の
他
柱
間
は
五
枝
で
正
面
出
入

口
両
脇
が
そ
れ
ぞ
れ
二
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
梁
間
合
計
三
二
枝

が
割
り
付
け
ら
れ
る
【
写
真
1
】。
背
面
お
よ
び
側
面
の
柱
間
は

四
枝
で
、
背
面
は
八
間
で
合
計
三
二
枝
、
側
面
一
〇
間
で
四
〇
枝

が
割
り
付
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
2

－

1
・
2
】。
垂
木
は
、
実

測
値
巾
二
・
一
四
寸
（
六
五
㎜
）
×
成せ

い

二）
11
（

・
六
四
寸
（
八
〇
㎜
）

で
、
そ
の
巾
は
一
枝
（
一
・
五
尺
）
の
七
分
の
一
割
（
一
・
五
尺
×

一
／
七
＝
二
・
一
四
寸
）
で
あ
っ
た
。
側
柱
は
五
・
三
五
寸
（
約

一
六
二
㎜
）
角
で
、
垂
木
巾
で
除
す
る
と
そ
の
二
・
五
本
分
（
二
・

一
四
寸
×
二
・
五
＝
五
・
三
五
寸
）、
向
拝
柱
は
九
・
六
三
寸
（
約

二
九
二
㎜
）
角
で
垂
木
巾
の
四
・
五
本
分
（
二
・
一
四
寸
×
四
・
五

＝
九
・
六
三
寸
）
と
な
る
。
な
お
、
内
部
の
丸
柱
は
、
九
寸
（
直

径
約
二
七
五
㎜
）
で
垂
木
巾
の
四
・
二
本
分
と
な
っ
て
い
る
。
柱

頭
に
つ
く
舟
肘
木
は
、
高
所
の
た
め
そ
の
寸
法
を
実
測
で
き
な

か
っ
た
が
、
目
視
に
よ
る
と
そ
の
巾
（
長
さ
）
は
側
廻
り
の
も
の
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写真 1　正面の向拝および出入口の柱間

写真 2-1　側面の柱間写真 2-2　背面の柱間

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

1枝
（1.5 尺）

12 枝
（18 尺）

① ② ③ ④

1枝
（1.5 尺）

4枝
（6尺）

① ② ③ ④

1枝
（1.5 尺）

4枝
（6尺）
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は
二
枝
と
垂
木
巾
一
本
分
、
向
拝
の
も
の
は
三
枝
と
垂
木
巾
一
本

分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
垂
木
巾
で
除
す
る
と
、
そ
の
一
五
本
分
と
二
二

本
分
と
な
る
。

以
上
よ
り
、
外
部
廻
り
の
主
要
部
材
の
寸
法
は
、
垂
木
巾
を
基

準
に
そ
の
比
例
関
係
に
よ
っ
て
部
材
寸
法
を
決
め
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
。

⑵
　
工
法
お
よ
び
技
法

①
基
壇

大
講
堂
は
、
周
辺
地
盤
（
校
内
通
路
）
面
よ
り
一
段
上
げ
た
基

壇
上
に
建
つ
。
基
壇
は
、現
状
の
地
盤
面
よ
り
八
・
五
寸
（
二
六
〇

㎜
）
程
度
上
が
り
、
基
壇
側
面
は
割わ

り

肌は
だ

の）
11
（

石
張
り
で
、
基
壇
上
面

の
犬
走
り
は
モ
ル
タ
ル
櫛く

し

引び

き）
11
（

仕
上
げ
（
目
地
有
）
と
す
る
。
正

面
向
拝
部
分
は
切
石
を
二
段
敷
き
並
べ
た
階
段
を
設
け
る
【
写
真

3
】。基

壇
外
周
の
現
状
地
盤
（
校
内
通
路
）
と
の
境
は
大
講
堂
の
屋

根
軒
先
付
近
と
な
り
、
砂
利
石
を
敷
き
詰
め
た
雨
落
ち
と
し
て
い

る
【
写
真
4
】。

②
基
礎

外
周
お
よ
び
広
間
、
廊
下
境
の
上
屋
部
分
の
柱
下
は
切
石
の
独

立
基
礎
（
礎
石
）
を
設
置
す
る
。
側
柱
下
の
礎
石
は
一
尺

（
三
〇
〇
㎜
）
角
程
度
、
内
部
柱
下
の
礎
石
は
一
・
五
尺
（
四
五
五

㎜
）
角
程
度
で
あ
る
。
礎
石
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
の
有

無
に
つ
い
て
は
現
状
、
目
視
で
は
確
認
で
き
な
い
。
外
周
か
ら
布ぬ

の

基ぎ

礎そ

状）
11
（

に
み
え
る
柱
下
礎
石
間
の
切
石
は
、
厚
さ
五
寸
（
一
五
〇

㎜
）、
長
さ
二
・
五
尺
（
七
六
〇
㎜
）
の
薄
い
切
石
を
、
意
匠
上
、

礎
石
外
面
に
合
わ
せ
て
敷
き
並
べ
た
も
の
で
、
構
造
上
の
布
基
礎

と
し
て
土
台
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
【
写
真
5
・
6
】。

い
ず
れ
の
石
も
外
周
部
の
上
面
は
面
取
り
を
施
し
て
水
切
れ
に
配

慮
し
て
い
る
。
正
面
向
拝
柱
下
と
濡
れ
縁
の
束つ

か

下）
11
（

は
、
テ
ー
パ
ー）
11
（

の
つ
い
た
切
石
礎
石
と
し
、
内
部
の
円
柱
下
は
割
肌
の
礎
石
を
用

い
る
。
床
組
の
束つ

か

石い
し

は）
11
（

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
へ
更
新
さ
れ
て

お
り
、
旧
材
は
残
っ
て
い
な
い
。

③
軸
組

軸
組
は
土
台
、
足
固
め）

11
（

、
柱
、
貫ぬ
き

、）
11
（

桁け
た

、）
1（
（

梁は
り

に）
11
（

て
構
成
す
る
伝

統
軸
組
工
法
で
あ
る
。

ア
　
土
台

土
台
は
建
物
外
周
に
の
み
廻
り
、
内
部
の
柱
は
礎
石
へ
石い

し

場ば

建だ

て）
11
（

と
す
る
【
写
真
7
・
8
】。
土
台
（
広
葉
樹
）
は
、
一
七
五

×
一
五
〇
㎜
程
度
で
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
る
緊
結
が
確
認
さ

れ
る
【
写
真
9
】。
し
か
し
、
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
と
基
礎
と
の
緊

結
方
法
は
現
状
、
目
視
で
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
カ
ス
ガ
イ

状
の
コ
の
字
型
の
鉄
板
金
物
を
土
台
と
柱
に
打
ち
込
み
、
さ
ら
に

釘
留
め
し
て
そ
の
二
材
を
緊
結
す
る
。
こ
の
金
物
は
柱
が
土
台
か

ら
抜
け
る
こ
と
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
【
写
真
10
】。
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写真 3　大講堂正面側写真 4　大講堂背面側

写真 7　南側土台（板子格子付）写真 8　内部柱（石場建て）

写真 5　側柱下の礎石（外部）

薄い切石 礎石 薄い切石

写真 6　側柱下の礎石（内部）

薄い切石 礎石 薄い切石
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現
代
の
木
造
建
築
の
構
造
の
考
え
方
と
同
じ
く
、
基
礎
と
土
台

の
緊
結
、
土
台
と
柱
の
抜
け
防
止
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
が
、
こ
れ
ら
の
構
造
的
配
慮
が
建
築
時
の
も
の
か
、
関
東
大
震

災
（
一
九
二
三
年
）
後
の
も
の
か
現
時
点
に
お
い
て
確
定
は
で
き

な
い
。イ

　
床
組

床
組
は
足
固
め
、
大お

お

引び
き

、）
11
（

根ね

太だ

掛が

け）
11
（

、
根
太）
11
（

で
構
成
さ
れ
る
。

足
固
め
は
廊
下
と
広
間
境
の
内
部
丸
柱
間
に
設
置
さ
れ
る
。
大

引
は
、
広
間
は
桁
行
方
向
に
三
尺
（
九
〇
九
㎜
）
間
隔
で
、
廊
下

内
は
中
央
の
長な

が

手て

方）
11
（

向
に
渡
さ
れ
、
側
柱
、
丸
柱
に
桁
行
方
向
に

と
り
付
け
ら
れ
た
根
太
掛
け
と
と
も
に
根
太
を
受
け
る
【
写
真

11
】。
広
間
、
廊
下
と
も
に
根
太
は
一
・
五
尺
（
四
五
五
㎜
）
間
隔

で
配
さ
れ
る
。
大
引
、
足
固
め
は
三
尺
（
九
〇
九
㎜
）
間
隔
で
立

つ
床ゆ

か

束づ
か

に）
11
（

支
え
ら
れ
る
【
写
真
12
】。
床
組
は
大
き
く
改
修
さ
れ

て
お
り
、
当
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
部
材
は
、
五
寸
（
一
五
〇

㎜
）
角
の
足
固
め
と
、
三
・
三
寸
（
一
〇
〇
㎜
）
角
の
面
皮
付
き

の
大
引
と
直
径
三
寸
（
九
〇
㎜
）
の
丸
太
束）

11
（

で
あ
る
。
大
引
上
に

渡
さ
れ
る
一
〇
八
×
三
〇
㎜
の
根
太
と
そ
の
上
の
合
板
荒あ

ら

床ゆ
か

（）
11
（

畳
下
の
床
板
・
厚
さ
一
五
㎜
）
は
、
全
て
後
補
材
へ
更
新

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
初
の
大
引
の
間
に
は
、
三
・
三

寸
（
一
〇
〇
㎜
）
角
に
製
材
さ
れ
た
後
補
大
引
と
そ
れ
を
支
え
る

後
補
床
束
が
補
強
の
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
【
写
真
13
】。

ウ
　
軸
部

軸
部
は
大
き
く
広
間
の
身も

舎や

空
間）
1（
（

と
廊
下
の
廂ひ
さ
し

空
間）
11
（

に
分
け

ら
れ
、
さ
ら
に
南
正
面
に
向
拝
が
付
く
。
身
舎
空
間
を
支
え
る
内

部
丸
柱
（
入
側
柱
、
杉
）
は
直
径
約
九
寸
（
二
七
二
㎜
）
で
、
切

石
礎
石
（
独
立
基
礎
）
上
に
石
場
建
て
で
立
つ
。
柱
頭
に
つ
い
て

は
、
梁
間
方
向
は
陸ろ

く

梁ば
り

、）
11
（

桁
行
方
向
は
敷し
き

桁げ
た

を）
11
（

受
け
る
が
、
柱
長

さ
が
足
り
な
い
た
め
、
柱
頭
と
桁
の
間
に
調
整
用
飼か

い

木ぎ

を）
11
（

挟
ん
で

桁
を
受
け
る
。
陸
梁
は
敷
桁
に
掛
か
る
た
め
、
下
面
で
六
寸

（
一
八
〇
㎜
）
の
高
低
差
が
生
じ
る
。
そ
の
た
め
飼
木
は
桁
行
、

梁
間
で
そ
れ
ぞ
れ
成
九
・
六
寸
、
三
・
六
寸
×
巾
六
・
六
寸
×
長
さ

二
尺
（
二
九
〇
、一
一
〇
×
二
〇
〇
×
六
〇
〇
㎜
）
と
高
さ
が
異

な
る
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
飼
木
は
敷
桁
と
二
本
の
ボ
ル
ト

で
固
定
さ
れ
る
。
な
ぜ
、
柱
の
長
さ
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
現
時

点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
柱
の
全
長
が
一
九
尺
（
約
五
・
七
ｍ
）

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
規
格
材
料
長
さ
や
運
搬
上
の
制
限
に

よ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
【
写
真
14
】。

廂
空
間
の
外
部
に
立
つ
側
柱
（
杉
）
は
五
・
三
五
寸
（
約

一
六
二
㎜
）
角
で
、
面
取
り
巾
は
柱
巾
の
約
一
六
分
の
一
（
約

一
〇
㎜
）
で
あ
る
。
土
台
上
に
立
ち
、
柱
頭
に
舟
肘
木
を
据
え
て

丸が

桁ぎ
ょ
う

を）
11
（

受
け
る
。
正
面
出
入
口
の
間
口
三
間
に
は
差さ
し

鴨が
も

居い

が）
11
（

掛

り
、
そ
の
上
に
中な

か

備ぞ
な

え）
11
（

と
し
て
舟
肘
木
と
そ
れ
を
受
け
る
束
を
二

本
備
え
る
。
側
柱
と
土
台
の
仕
口
は
目
視
で
確
認
で
き
な
い
が
、
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写真 10　側柱・土台緊結金物 写真 9　土台アンカーボルト

写真 13　広間床下写真 14　身舎の軸部（中央丸柱柱頭部）

土台

側柱

緊結金物

当初の大引

後補大引

写真 11　廊下床下写真 12　廊下と広間境の足固め

根太掛け

外壁木摺

土台

【廊下側】

【広間側】

足固め

陸梁

敷桁

飼木

折上格天井
木摺下地柱
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土
台
に
込こ

み
栓せ
ん

が）
11
（

打
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
土
台
へ
は
平ひ
ら

枘ほ
ぞ

差）
11
（

し
込
み
栓
打
ち
と
推
定
さ
れ
る
。

向
拝
柱
（
杉
）
は
九
寸
七
分
（
二
九
三
㎜
）
角
で
、
面
取
り
巾

は
側
柱
と
同
じ
く
柱
巾
の
約
一
六
分
の
一
（
約
一
八
㎜
）
で
あ

る
。
向
拝
柱
は
切
石
礎
石
（
独
立
基
礎
）
上
に
石
場
建
て
で
立

ち
、
側
柱
同
様
柱
頭
に
舟
肘
木
を
据
え
て
丸
桁
を
受
け
る
。
丸
桁

下
に
は
虹こ

う

梁り
ょ
う

が）
1（
（

掛
か
り
、
そ
の
中
央
に
中
備
え
と
し
て
舟
肘
木

と
そ
れ
を
受
け
る
束
を
備
え
る
。
側
柱
と
向
拝
柱
を
繋
ぐ
虹
梁
は

な
い
。
向
拝
の
虹
梁
は
一
・
三
尺
×
五
・
六
寸
（
三
九
四
×
一
七
〇

㎜
）
の
角
材
で
あ
る
。
向
拝
柱
の
柱
脚
に
は
銅
板
金
物
が
巻
か

れ
、
そ
の
上
部
は
鯖さ

ば

の
尾お

と）
11
（

す
る
。

柱
は
背
割
り）

11
（

が
施
さ
れ
る
。
丸
柱
（
入
側
柱
）、
側
柱
と
も
に

建
具
が
建
て
込
ま
れ
る
面
を
背
割
り
し
、
埋う

め

木き

を）
11
（

施
す
。
向
拝
柱

お
よ
び
丸
柱
の
正
面
出
入
口
の
二
本
は
主
出
入
口
の
反
対
面
、
そ

の
他
は
北
面
（
講
壇
側
）
と
し
、
埋
木
は
な
い
。
い
ず
れ
の
柱
も

正
面
か
ら
背
割
り
が
見
え
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
な
お
、
側
柱
の
窓
下
、
お
よ
び
丸
柱
の
開
口
部
上
の
下
が
り

壁
に
は
、
四
・
五
寸
×
〇
・
一
五
寸
（
一
三
五
×
四
八
㎜
）
の
片か

た

筋す
じ

違か

い）
11
（

（
杉
）
が
確
認
さ
れ
る
。

貫
（
杉
）
に
つ
い
て
は
、
広
間
外
周
の
丸
柱
に
通
る
三
・
六
寸

×
〇
・
五
寸
（
一
一
〇
×
一
五
㎜
）
の
飛ひ

貫ぬ
き

が）
11
（

、
小
屋
裏）
11
（

の
敷
桁

下
で
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
は
壁
内
の
た
め
、
現
状
、
目
視
で
は

確
認
で
き
な
い
。
な
お
、
古
写
真
を
見
る
と
側
柱
の
飛
貫
は
、

元
々
は
化
粧
材
と
し
て
外
部
に
見
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

軸
部
の
部
材
は
修
理
さ
れ
た
跡
が
な
く
、
ほ
ぼ
全
て
が
建
築
時

の
も
の
と
判
断
で
き
る
。

④
小
屋
組）

11
（

小
屋
組
の
構
成
は
、
広
間
（
身
舎
空
間
）
に
掛
か
る
一
層
目

（
下
層
）
と
二
層
目
（
上
層
）、
廊
下
（
廂
空
間
）
に
掛
か
る
軒
先

と
い
っ
た
三
層
へ
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
一
層
目
は
広
間
上
の
桁

行
方
向
丸
柱
上
の
敷
桁
に
掛
か
る
陸
梁
、
対つ

い

束づ
か

、）
11
（

方ほ
う

杖づ
え

等）
11
（

で
構
成

さ
れ
る
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス）

1（
（

（
対
束
ト
ラ
ス
）
状
の
洋
小
屋

組）
11
（

、
二
層
目
は
洋
小
屋
組
の
上
に
の
る
束
、
母も

屋や

、）
11
（

挟
み
棟
木
で

構
成
さ
れ
る
棟
廻
り
の
和
小
屋
組）

11
（

、
軒
先
は
桔は
ね

木ぎ

、）
11
（

束
、
母
屋
で

構
成
さ
れ
る
和
小
屋
組
で
あ
る
【
図
3
・
写
真
15
】。

一
層
目
は
陸
梁
を
梁
間
方
向
に
渡
し
、
そ
の
上
に
登
り
梁）

11
（

、
対

束
、
方
杖
、
二に

重じ
ゅ
う

梁ば
り

を）
11
（

組
み
、
鼻は
な

母も

屋や

、）
11
（

母
屋
を
受
け
る
。
通

常
の
ト
ラ
ス
の
場
合
は
、
鼻
母
屋
、
敷
桁
は
陸
梁
を
挟
み
込
む
形

で
上
下
に
配
さ
れ
る
が
、
大
講
堂
は
陸
梁
を
敷
桁
よ
り
張
り
出
し

（
キ
ャ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー）

11
（

）、
鼻
母
屋
を
敷
桁
よ
り
外
側
へ
二
・
五
寸

（
七
五
七
㎜
）
持
ち
出
し
て
い
る
。
登
り
梁
、
二
重
梁
と
陸
梁
は

直
径
〇
・
六
六
寸
（
二
〇
㎜
）
の
ボ
ル
ト
で
吊
り
、
登
り
梁
と
陸

梁
の
仕
口
は
ボ
ル
ト
で
緊
結
す
る
【
写
真
16
・
17
】。
ま
た
、
対

束
と
陸
梁
仕
口
は
箱
金
物
（
コ
の
字
型
に
曲
げ
加
工
し
た
鉄
帯
金
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図 3　大講堂断面図
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写真 15　廊下上部小屋裏

物
）、
登
り
梁
と
二
重
梁
は
対
束
を
介
し
て
短
冊
金
物
（
鉄

帯
金
物
）
で
繋
ぐ
【
写
真
18
】。
陸
梁
は
、
中
央
付
近
に
継

手
を
設
け
て
お
り
、
継
手
部
分
は
陸
梁
を
両
側
か
ら
六
寸
×

三
寸
（
一
八
〇
×
九
〇
㎜
）
の
板
で
挟
み
、
直
径
〇
・
四
寸

（
一
二
㎜
）
の
ボ
ル
ト
（
上
下
各
四
カ
所
、
計
八
本
）
で
締

め
る
【
写
真
19
】。
継
手
位
置
は
通
り
ご
と
に
棟
通
り
を
境

に
交
互
に
配
す
る
。
桁
行
方
向
は
、
対
束
下
部
の
陸
梁
仕
口

付
近
に
設
置
し
た
五
寸
×
〇
・
一
五
寸
（
一
〇
五
×
四
五
㎜
）

の
振
れ
止
め
と
、
各
ト
ラ
ス）

11
（

間
の
対
束
に
斜
め
に
渡
す
四
・

五
寸
×
〇
・
一
五
寸
（
一
三
五
×
四
五
㎜
）
の
小
屋
筋
違
い

で
繋
ぐ
。
振
れ
止
め
、
小
屋
筋
違
い
は
対
束
と
ボ
ル
ト
で
締

め
、
そ
の
挿
入
位
置
は
各
ト
ラ
ス
間
で
対
束
の
内
側
、
外
側

と
交
互
に
配
す
る
【
写
真
20
】。
な
お
、
母
屋
に
は
一
般
的

な
ト
ラ
ス
構
造
同
様
、
転
び
留
め）

1（
（

が
設
け
ら
れ
る
。

二
層
目
は
、
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
上
の
二
重
梁
上
に

束
を
立
て
母
屋
を
受
け
る
が
、
棟
木
は
ト
ラ
ス
構
造
で
用
い

ら
れ
る
挟
み
棟
木
と
す
る
【
写
真
21
】。

軒
先
は
、
側
柱
上
の
丸
桁
に
束
を
立
て
て
桔
木
を
掛
け
、

さ
ら
に
桔
木
上
に
束
立
て
し
て
母
屋
を
受
け
る
。
桔
木
先
端

は
軒
廻
り
の
化
粧
垂
木
を
化
粧
ボ
ル
ト
で
吊
る
。
茅か

や

負お
い

と）
11
（

桔

木
の
仕
口
は
、
現
状
で
は
確
認
で
き
な
い
。
桔
木
の
他
端

（
上
端
）
は
、
一
層
目
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
の
登
り
梁

母屋

敷桁

吊束

筋違

土壁

柱

廊下

竿縁天井

束

飼木

丸桁

野垂木

化粧垂木

桔木

貫
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写真 17　登り梁

写真 19　陸梁の継手部分

写真 16　一層目：トラス

写真 21　二層目：和小屋組 写真 20　小屋筋違・振れ止め

写真 18　対束と陸梁を繋ぐ箱金物

吊ボルト

陸梁

二重梁

二重梁
登り梁

吊ボルト
対束

箱金物

小屋筋違

振れ止め
二重梁

吊ボルト
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下
に
通
し
た
丸
太
で
押
さ
え
る
。
つ
ま
り
、
丸
桁
上
の
束
を
支

点
、
軒
先
先
端
を
作
用
点
、
丸
太
で
押
さ
え
た
上
端
を
力
点
と
す

る
テ
コ
の
原
理
で
軒
先
を
吊
り
上
げ
る
。

洋
小
屋
組
は
、
一
般
的
に
間
口
三
〇
尺
（
九
ｍ
）
以
上
の
場
合

に
用
い
ら
れ
た
小
屋
組
構
造
で
、
大
講
堂
で
は
内
部
に
柱
を
立
て

な
い
広
間
の
大
空
間
（
間
口
六
間
＝
三
六
尺
＝
一
〇
・
九
ｍ
）
を

確
保
す
る
た
め
に
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軒
先
と
棟
廻
り
を
和

小
屋
組
と
し
た
理
由
は
、
日
本
建
築
の
外
観
意
匠
の
特
徴
で
あ
る

深
い
軒
の
出
と
屋
根
反
り
を
も
た
せ
る
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
鼻
母
屋
を
敷
桁
よ
り
外
側
へ
持
ち
出
し
た
理
由
は
、
軒
の
深

さ
お
よ
び
棟
の
高
さ
を
確
保
し
、
か
つ
和
風
外
観
意
匠
と
し
て
必

要
な
屋
根
勾
配
を
確
保
す
る
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
鼻

母
屋
を
敷
桁
と
同
位
置
に
す
る
と
軒
先
の
屋
根
勾
配
が
緩
く
な

り
、
か
つ
屋
根
反
り
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
う
な
ど
の
問
題

が
生
じ
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
軒
の
深
さ
を
浅
く
す
る

か
、
棟
の
高
さ
を
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

以
上
よ
り
、
大
講
堂
の
小
屋
組
は
、
必
要
に
応
じ
て
適
材
適
所

で
和
洋
の
両
技
法
を
巧
み
に
折
衷
さ
せ
、
必
要
と
さ
れ
た
機
能

（
空
間
）、
意
匠
を
具
現
化
さ
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
小
屋

組
材
は
改
変
の
手
が
加
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
て
の
部
材
は

建
築
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
屋
根

軒
廻
り
を
化
粧
軒）

11
（

納
ま
り
と
す
る
入
母
屋
造
り
、
流
れ）
11
（

向
拝
付

き
銅
板
葺
き
屋
根
と
し
、
反
り
と
軒の

き

反ぞ

り
が
付
く
。

ア
　
軒
廻
り

軒
廻
り
は
、
三
寸
勾
配
の
木き

小ご

舞ま
い

付）
11
（

き
化
粧
垂た
る

木
）
11
ぎ（

天て
ん

井じ
ょ
う

と
す

る
。
側
柱
上
の
舟
肘
木
に
丸
桁
が
渡
り
、
そ
の
上
に
一
軒
の
化
粧

垂
木
が
掛
か
る
。
丸
桁
お
よ
び
舟
肘
木
の
出で

隅す
み

は）
11
（

井い

桁げ
た

に）
11
（

組
む
。

化
粧
垂
木
は
〇
・
二
七
寸
×
〇
・
二
二
寸
（
八
〇
×
六
五
㎜
）、
一

枝
（
垂
木
設
置
間
隔
）
一
・
五
尺
（
四
五
五
㎜
）
で
垂
木
巾
七
割

（
四
五
五
／
六
五
㎜
）
の
疎ま

ば

ら
割わ
り

と）
11
（

す
る
。
化
粧
垂
木
は
小
屋
裏

の
桔
木
か
ら
化
粧
ボ
ル
ト
で
吊
ら
れ
、
小
口
銅
板
を
巻
く
。

軒
先
は
茅
負
の
上
に
二に

重じ
ゅ
う

裏う
ら

甲ご
う

と）
11
（

す
る
。
木
小
舞
は
〇
・
八
寸

×
〇
・
九
寸
（
二
四
×
二
七
㎜
）
で
、
六
・
五
寸
（
一
九
七
㎜
）
間

隔
で
割
り
付
け
る
。
化
粧
野の

地じ

板い
た

は）
1（
（

流
れ
方
向）
11
（

に
張
り
、
見
え

掛
り）

11
（

巾
は
約
八
寸
（
二
四
〇
㎜
）
で
あ
る
。
隅す
み

木ぎ

は）
11
（

小
口
銅
板
巻

き
と
す
る
。
な
お
、
本
調
査
で
は
高
所
の
た
め
、
隅
木
部
材
寸

法
、
軒
反
り（
一
軒
の
割
り
出
し
）寸
法
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

イ
　
屋
根

屋
根
は
、
引
渡
し）

11
（

七
寸
勾
配
の
入
母
屋
造
り
反
り
屋
根
と
し
、

向
拝
の
流
れ
屋
根
は
引
渡
し
四
・
五
寸
勾
配
と
す
る
。
大
屋
根）

11
（

と

流
れ
屋
根
の
取
り
合
う
箇
所
は
縋す

が

る
破は

風ふ

で）
11
（

見
切
る
。

野の

垂だ
る

木き

（）
11
（

杉
）
は
〇
・
九
寸
×
〇
・
一
五
寸
（
二
七
×
四
五
㎜
）
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で
、
約
一
・
五
尺
（
四
五
五
㎜
）
間
隔
で
配
す
る
。
野
地
板
は
現

状
二
重
に
張
ら
れ
て
お
り
、
下
層
は
厚
さ
〇
・
四
寸
（
一
二
㎜
）

×
巾
七
・
六
寸
（
二
三
〇
㎜
）
の
杉
板
を
横
張
り
と
し
、
そ
の
上

に
新
た
な
野
地
板
を
張
る
。
上
層
野
地
板
の
仕
様
は
目
視
で
は
確

認
で
き
な
い
。
現
状
の
銅
板
葺
き
は
、
一
九
八
一
～
一
九
八
二

（
昭
和
五
六
～
五
七
）
年
頃
に
葺
き
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
（
四
・
1
・
⑶
参
照
）、
上
層
の
新
し
い
野
地
板
は
そ
の

際
に
葺
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

入
母
屋
妻
壁
は
狐き

つ
ね

格こ
う

子し

と）
11
（

す
る
。
懸げ

魚ぎ
ょ

、）
11
（

破
風）
1（
（

、
前ま
え

包づ
つ
み

は）
11
（

、

現
状
で
は
銅
板
巻
き
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
屋
根
葺
き
替
え
時

に
巻
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
四
・
1
・
⑶
参
照
）。

⑥
仕
上
げ

ア
　
外
部

外
壁
は
腰
上
を
白
漆
喰
仕
上
げ
、
腰
下
を
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
と

す
る
。
正
面
腰
下
の
濡
れ
縁
上
は
額
縁
付
き
竪
板
張
り
と
し
、
濡

れ
縁
下
は
板い

た

子ご

格こ
う

子し

と）
11
（

す
る
。
土
台
上
に
は
木
製
水
切
り）
11
（

を
廻
す

が
、
正
面
濡
れ
縁
下
に
は
廻
さ
な
い
。
腰
上
の
漆
喰
壁
に
は
、
古

写
真
よ
り
飛
貫
表
し
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
柱
と

壁
の
チ
リ）

11
（

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
壁
チ
リ
際
よ
り
現
在
の
漆
喰
仕
上

げ
の
下
に
新
建
材
の
ボ
ー
ド
下
地
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
土
壁
の

上
に
後
補
で
施
工
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
腰
下
は
古
写
真
よ
り
正

面
同
様
の
額
縁
付
き
竪
板
張
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お

り
、
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
【
写
真
22
・
23
】。

正
面
の
額
縁
付
き
竪
板
と
濡
れ
縁
下
の
板
子
格
子
の
一
部
は
、

周
囲
の
柱
、
長な

げ

押し

等）
11
（

の
部
材
と
そ
の
経
年
劣
化
状
況
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
以
前
の
形
式
を
踏
襲
し
て
後
補
材
で
補
修
し
た
と
推
定

さ
れ
る
。

イ
　
床

広
間
は
緑
色
縁へ

り

付
き
の
畳
敷
き
で
、
講
壇
を
含
め
一
〇
八
畳
敷

き
で
あ
る
。
講
壇
は
高
麗
紋
縁
付
き
の
六
畳
敷
き
で
、
広
間
よ
り

床
を
一
・
四
六
尺
（
四
四
五
㎜
）
上
げ
る
。
さ
ら
に
そ
の
奥
は
、

床
を
五
・
七
寸
（
一
七
三
㎜
）
上
げ
て
、奥
行
き
四
尺
（
一
二
一
二

㎜
）、
巾
二
間
（
三
六
三
六
㎜
）
の
薄う

す

縁べ
り

床ど
こ

の）
11
（

床
の
間
を
設
え

る
。
講
壇
は
下
部
に
地じ

覆ふ
く

を）
11
（

廻
し
て
畳
と
見
切
り
、
束
立
て
し
て

三
方
框か

ま
ち

を）
11
（

廻
し
て
一
段
上
げ
る
。
そ
の
小
壁
は
竪
板
張
り
で
、

床
框
は
黒
漆
塗
り
で
あ
る
【
写
真
24
】。

廊
下
は
緑
色
縁
付
き
の
畳
敷
き
と
し
、
出
隅
と
北
東
物
置
前
は

寄
木
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り
と
す
る
。
そ
の
仕
上
げ
境
は
木
製
見
切

り
材
を
入
れ
る
。

広
間
と
廊
下
は
段
差
が
な
く
、
丸
柱
（
入
側
柱
）
の
通
り
に
無む

目め

敷し
き

居い

を）
（11
（

入
れ
て
見
切
る
。
広
間
側
は
畳
が
敷
き
込
め
る
よ
う
無

目
敷
居
を
丸
柱
面
に
合
わ
せ
る
が
、
廊
下
側
は
丸
柱
面
よ
り
無
目

敷
居
が
内
側
（
面
内
）
に
入
る
た
め
、
畳
を
丸
柱
に
合
わ
せ
て
円

形
に
欠
き
込
む
。
廊
下
側
の
こ
の
よ
う
な
納
ま
り
よ
り
、
元
々
の
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写真 22　1928 年頃　東面外壁
（『第 2回中学校卒業アルバム』1929 年 3月）

写真 24　1942 年頃　大講堂内部（畳の縁がない）
（『第 16回中学校卒業アルバム』1943年 3月）

写真 25　現況　下り壁

写真 23　　現況　東面外壁

仕
上
げ
は
畳
敷
き
で
は
な
く
板
敷
き
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
ま
た
、
正
面
出
入
口
お
よ
び
北
東

の
常
用
出
入
口
の
敷
居
は
、
廊
下
よ
り
畳
の
厚
さ

（
約
五
五
㎜
）
だ
け
下
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
引
き
込
み
戸
、
引
き
違
い
戸
の
開
閉
時
に
畳
と

擦
れ
な
い
よ
う
木
製
見
切
り
材
を
入
れ
て
調
整
し

て
い
る
。

北
東
物
置
は
、
縁え

ん

甲こ
う

板い
た

張ば

り）
（1（
（

（
松
）
で
、
廊
下

床
高
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
で
床
を
張
る
。
床
に
は

東
寄
り
二
尺
の
位
置
で
木
製
見
切
り
材
を
入
れ
て

見
切
る
。
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
を
み
る
と
、
そ

の
東
側
二
尺
巾
に
張
ら
れ
る
縁
甲
板
は
後
補
の
も

の
で
、
西
四
尺
の
縁
甲
板
、
お
よ
び
見
切
り
材
は

古
い
も
の
で
あ
る
が
、
建
築
時
の
も
の
か
不
明
で

あ
る
。
北
西
物
置
は
後
補
合
板
張
り
で
、
廊
下
床

高
さ
よ
り
畳
厚
さ
分
（
約
五
五
㎜
）
下
が
る
。

ウ
　
壁

広
間
は
白
漆
喰
仕
上
げ
、
廊
下
お
よ
び
物
置
は

窓
腰
下
を
竪
板
張
り
、
腰
上
お
よ
び
内
法）

（12
（

上
を
白

漆
喰
仕
上
げ
と
す
る
。
内
法
上
の
白
漆
喰
仕
上
げ

に
は
天
井
廻
り
縁ぶ

ち

下）
（10
（

と
柱
際
の
三
方
に
額
縁
が
廻

り
、
額
縁
に
は
松し

ょ
う

煙え
ん

を）
（10
（

塗
る
【
写
真
25
】。
腰
下

飛貫

竪板張
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の
竪
板
は
杉
板
、
巾
木）

（15
（

お
よ
び
笠か
さ

木ぎ

は）
（16
（

松
で
あ
る
。
な
お
、
白
漆

喰
仕
上
げ
下
地
は
、
小
屋
裏
か
ら
確
認
し
た
と
こ
ろ
小こ

舞ま
い

下）
（10
（

地
の

土
壁
で
あ
る
。

北
東
物
置
は
腰
下
を
竪
板
張
り
、
腰
上
を
白
漆
喰
仕
上
げ
と
す

る
。
東
西
面
の
白
漆
喰
壁
に
は
広
間
と
廊
下
同
様
、
松
煙
塗
り
の

額
縁
が
廻
る
が
北
面
に
は
な
い
。
東
面
（
窓
側
）
と
西
面
の
広
間

開
口
側
と
の
内
法
の
高
さ
が
異
な
る
が
、
腰こ

し

笠か
さ

木ぎ

上
か
ら
内
法

（
鴨
居
）
下
面
は
四
方
額
縁
で
、
長
押
上
は
広
間
と
廊
下
同
様
、

長
押
上
の
横
額
縁
が
な
い
三
方
額
縁
で
あ
る
。
な
お
、
経
年
劣
化

状
況
か
ら
腰
竪
板
張
り
の
笠
木
、
竪
板
、
巾
木
、
漆
喰
壁
額
縁
は

古
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

北
西
物
置
は
、
東
西
面
は
腰
下
を
竪
板
張
り
、
腰
上
を
後
補
合

板
張
と
す
る
が
、
北
面
は
腰
竪
板
張
り
が
な
く
、
全
面
後
補
合
板

張
と
す
る
。
北
東
物
置
同
様
、
廊
下
窓
側
と
広
間
側
の
内
法
の
高

さ
が
異
な
り
、
北
面
に
も
鴨
居
、
長
押
が
付
く
が
さ
ら
に
低
い
高

さ
に
あ
る
。
後
補
合
板
壁
に
は
、
東
面
は
内
法
下
に
上
横
額
縁
の

な
い
三
方
額
縁
、
西
面
は
鴨
居
下
横
額
縁
と
天
井
廻
り
縁
下
横
額

縁
が
残
る
。
経
年
劣
化
状
況
か
ら
、
竪
板
張
り
、
額
縁
は
古
い
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。

エ
　
天
井

広
間
は
一
重
折
上
げ
格
天
井
で
、
講
壇
側
の
一
間
は
化
粧
目め

透す
か

し）
（18
（

板
張
り
天
井
と
し
、
い
ず
れ
も
二
重
廻
り
縁）

（10
（

と
す
る
。
格
天

井
平
部
の
格ご
う

間ま

は）
（（1
（

梁
間
五
間
、
桁
行
七
間
と
し
、
中
央
の
間
は
さ

ら
に
一
段
上
げ
て
側
面
を
換
気
用
の
格
子
と
す
る
。
格
天
井
板
は

後
補
合
板
張
り
の
白
色
塗
装
で
あ
る
が
、
折
上
げ
の
支し

輪り
ん

板い
た

は）
（（（
（

木き

摺ず

り
下
地）

（（2
（

、
白
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。
折
上
げ
の
支
輪
（
亀
の

尾
）
と
格
縁）

（（0
（

の
大
き
さ
と
面
取
り
が
異
な
り
、
格
縁
は
改
修
し
た

も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
四
・
3
・
⑴
参
照
）。
格
天
井
板
な
ら
び

に
格
縁
以
外
は
建
築
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
講
壇
上
の
化
粧

目
透
し
板
張
り
は
桧ひ

の
き

柾ま
さ

目め

の）
（（0
（

突つ
き

板い
た

（）
（（5
（

化
粧
合
板
）
で
、
こ
ち
ら

も
後
補
の
改
修
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
講
壇
奥
の
床
の
間
天
井
は

講
壇
と
同
じ
で
あ
る
。

廊
下
は
二
重
廻
り
縁
、
竿
縁
天
井
で
、
竿
縁
二
本
を
長
手
方
向

に
渡
し
、
廊
下
隅
は
隅す

み

竿さ
お

を
入
れ
て
矩か
ね

折お

れ）
（（6
（

に
廻
す
。
廻
り
縁
、

竿
縁
と
も
に
杉
材
で
あ
る
。
天
井
板
は
杉
板
を
羽は

重が
さ

ね）
（（0
（

で
張
る
。

経
年
劣
化
状
況
か
ら
天
井
板
は
後
補
の
も
の
で
、
そ
の
他
は
建
築

時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

北
東
物
置
は
二
重
廻
り
縁
、
後
補
合
板
張
り
で
あ
る
。
廊
下
境

の
天て

ん

袋ぶ
く
ろ

の）
（（8
（

無む

目め

鴨が
も

居い

（）
（（0
（

二
重
廻
り
縁
兼
用
）
は
経
年
劣
化
状
況

か
ら
後
補
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
廊
下
の
二
重
廻
り
縁
に
突
き

付
け）

（21
（

で
取
り
付
け
て
い
る
。
廊
下
の
二
重
廻
り
縁
は
天
袋
内
部
ま

で
伸
び
て
お
り
、
も
と
も
と
物
置
奥
の
壁
ま
で
廊
下
と
一
連
の
竿

縁
天
井
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

北
西
物
置
は
、
内
法
下
は
根
太
天
井）

（2（
（

、
天
袋
上
は
二
重
廻
り
縁
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竿
縁
天
井
で
あ
る
。
根
太
天
井
は
外
壁
側
の
長
押
を
利

用
し
て
、
他
面
は
後
補
根
太
掛
け
を
設
け
て
、
根
太
、

合
板
を
張
る
。
こ
の
根
太
天
井
の
部
材
は
廊
下
境
の
中

敷
居
、
長
押
を
含
め
、
全
て
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
竿

縁
天
井
は
廊
下
境
に
二
重
廻
り
縁
は
な
く
、
天
袋
の
無

目
鴨
居
を
当あ

た

り
欠が

き
を
し
て
廊
下
の
竿
縁
が
伸
び
て
い

る
こ
と
か
ら
、
も
と
も
と
物
置
奥
の
壁
ま
で
が
廊
下
と

一
連
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
範
囲
の

竿
縁
天
井
は
、
天
井
板
も
含
め
建
築
時
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

⑦
柱
間
装
置

ア
　
建
具
（
全
て
木
製
）

正
面
出
入
口
の
引
き
分
け
格
子
ガ
ラ
ス
付
き
框

か
ま
ち

戸ど

は）
（22
（

、
四
枚
建
て
で
外
側
両
脇
の
二
枚
が
嵌は

め
殺ご
ろ

し）
（20
（

、

内
側
中
央
の
二
枚
を
引
き
分
け
て
開
口
す
る
。
差さ

し

鴨が
も

居い

は）
（20
（

、
外
側
両
脇
は
嵌
め
殺
し
用
に
建
具
巾
だ
け
溝
を

彫
り
、
内
側
の
一ひ

と

溝み
ぞ

は
両
端
ま
で
通
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
も
と
も
と
こ
の
開
閉
形
式
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
【
写
真
26
】。
な
お
、
本
建
具
は
戸
車
付
き
で
、
敷

居
一
溝
に
建
具
滑
り
用
の
帯
鉄）

（25
（

が
設
置
さ
れ
る
。

廊
下
の
北
東
隅
に
あ
る
常
用
出
入
口
は
、
引
き
違
い

腰
付
き）

（26
（

格
子
ガ
ラ
ス
戸
で
、
こ
の
ガ
ラ
ス
戸
は
廊
下
の

写真 26　現況　正面出入り口の框戸

写真 27　現況　廊下のガラス窓写真 28　現況　北東物置の戸
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引
き
違
い
格
子
ガ
ラ
ス
窓
と
意
匠
、
高
さ
を
合
わ
せ
て
腰
を
設
け

る
。
廊
下
の
引
き
違
い
格
子
ガ
ラ
ス
窓
は
二
本
溝
で
、
網
戸
を
片

側
外
部
に
ケ
ン
ド
ン
形
式）

（20
（

で
建
て
込
む
た
め
、
内
側
の
み
が
片
引

き
で
開
く
。
網
戸
は
サ
ラ
ン
網）

（28
（

で
後
補
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
る

【
写
真
27
】。

物
置
の
両
開
き
木き

連づ

れ
格
子
戸）

（20
（

は
、
内
法
下
と
天
袋
に
建
て
込

む
が
、
経
年
劣
化
状
況
か
ら
全
て
後
補
の
改
修
に
よ
る
も
の
と
推

定
さ
れ
る
【
写
真
28
】。

イ
　
敷
居
・
鴨
居

建
具
廻
り
の
敷
居
・
鴨
居
の
ほ
か
、
広
間
廊
下
境
に
無
目
敷
居

と
無
目
鴨
居
（
松
）、
講
壇
上
の
下
が
り
壁
に
無
目
鴨
居
、
床
の

間
に
床と

こ

框が
ま
ち

と）
（01
（

落
し
掛
け）

（0（
（

が
設
置
さ
れ
る
。
北
東
物
置
の
天
袋
の

無
目
鴨
居
（
天
井
二
重
廻
り
縁
兼
用
）、
北
西
物
置
の
廊
下
境
の

無
目
敷
居
、
中な

か

鴨が
も

居い

、）
（02
（

天
袋
の
鴨
居
は
部
材
劣
化
状
況
か
ら
明
ら

か
に
後
補
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
部
材
は
古
い
も
の
で
あ
る

と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
広
間
廊
下
境
の
無
目
敷
居
は
丸
柱
型
に

当
た
り
欠
き
を
し
て
、
突
き
付
け
で
洋
釘
留
め
す
る
。
無
目
鴨
居

に
未
使
用
の
釘
穴
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
度
取
り
外
し

て
再
度
付
け
直
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

ウ
　
長
押

外
部
は
、
濡
れ
縁
の
付
く
南
正
面
は
地じ

長な
げ

押し

、）
（00
（

腰こ
し

長な
げ

押し

、）
（00
（

内う
ち

法の
り

長な
げ

押し

が）
（05
（

付
く
。
東
面
お
よ
び
西
面
は
腰
長
押
、
内
法
長
押
、
北
面

は
内
法
長
押
が
付
く
が
、
講
壇
奥
に
あ
る
床
の
間
の
張
り
出
し
に

は
廻
ら
な
い
。
松
材
で
、
継
ぎ
手
は
柱
芯
で
目め

違ち
が

い
継
ぎ）

（06
（

と
す
る

が
、
北
面
北
西
寄
り
（
物
置
裏
）
の
も
の
は
明
ら
か
に
新
し
い
部

材
で
、
さ
ら
に
斜
め
継
ぎ
と
し
て
い
る
。

内
部
は
、
広
間
は
内
法
長
押
が
廻
り
、
講
壇
、
床
の
間
で
枕

ま
く
ら

捌さ
ば

き）
（00
（

留
め
と
す
る
。
廊
下
は
広
間
と
廊
下
で
内
法
高
さ
が
異
な
る

た
め
、
段
違
い
で
内
法
長
押
が
廻
る
。
正
面
出
入
口
は
そ
の
両
脇

の
柱
の
面
内
で
長
押
が
留
ま
り
、
雛
留
め）

（08
（

で
は
な
く
切
り
放
し
の

ま
ま
と
す
る
。
外
部
同
様
、
松
材
で
、
継
ぎ
手
は
柱
芯
で
目
違
い

継
ぎ
と
す
る
。

内
外
部
と
も
に
釘
隠
し）

（00
（

は
な
い
。

⑧
木
階
・
濡
れ
縁

南
正
面
の
向
拝
を
潜
っ
た
先
に
木も

く

階か
い

、
濡
れ
縁
が
付
く
。
木
階

は
四
段
で
、
さ
さ
ら
桁）

（01
（

に
段
板
を
の
せ
、
蹴け

込こ

み
板）

（0（
（

が
付
く
。
段

板
は
さ
さ
ら
桁
へ
釘
留
め
の
上
、
化
粧
丸
埋
木
で
釘
を
隠
す
。
部

材
は
全
て
松
材
を
用
い
て
い
る
が
、
周
囲
部
材
と
の
経
年
劣
化
状

況
と
比
較
す
る
と
後
補
補
修
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

濡
れ
縁
は
、
正
面
間
口
全
体
に
付
く
。
切
石
礎
石
に
石
場
立
て

で
束
を
立
て
、
各
束
に
上う

え

楔く
さ
び

打う

ち
の
繋
ぎ
貫
を
通
し
、
束
上
部

に
は
縁え

ん

葛か
ず
ら

、）
（02
（

側
柱
側
は
板
掛
け
を
渡
し
て
切
目
縁
板
を
受
け

る
。
縁
板
は
縁
葛
、
板
掛
け
へ
上
面
か
ら
洋
釘
打
ち
で
留
め
る
。

束
、
貫
は
杉
、
縁
葛
、
切
目
縁
板
は
松
材
を
用
い
る
。
西
端
の
縁
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図 4　大講堂の改修・改変の痕跡
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葛
、
繋
ぎ
貫
は
、
経
年
劣
化
状
況
よ
り
後
補
補
修
材
で
更
新
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
繋
ぎ
貫
は
下
楔
打
ち
と
す

る
。
こ
の
箇
所
の
上
の
地
長
押
も
後
補
補
修
材
で
取
り
換
え
ら

れ
、
西
端
隅
の
柱
は
濡
れ
縁
下
で
矧は

ぎ

木き

、）
（00
（

さ
ら
に
そ
の
下
の
土

台
は
六
〇
〇
㎜
程
度
の
長
さ
で
継
ぎ
補
修
し
て
い
る
。
そ
の
劣

化
原
因
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
範
囲
の
破
損
が
著
し
か
っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
他
の
濡
れ
縁
部
材
は
、
部
材
の
経
年
劣

化
状
況
よ
り
建
築
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
　
改
修
・
改
変
の
痕
跡

1
　
屋
根

⑴
　
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋
根

「
国
士
舘
講
堂
設
計
図
」（『
大
民
』
第
四
巻
第
五
号
、
青
年

大
民
団
、
一
九
一
九
年
五
月
）
の
立
面
図
【
図
5
】
に
描
か
れ

る
屋
根
は
、
下
り
棟）

（00
（

、
隅す
み

棟む
ね

と）
（05
（

縦
線
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
瓦
葺
き
屋
根
を
表
現
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、

「
財
団
法
人
国
士
館
設
立
許
可
申
請
書
」（
一
九
一
九
年
一
〇
月

六
日
申
請
）、「
登
記
簿
謄
本
」（
一
九
四
七
年
一
月
三
日
受
付
）

に
は
「
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平
屋
　
講
堂
壱
棟
　
建
坪
九
拾
七
勺

坪
」
と
あ
り
、
大
講
堂
は
ス
レ
ー
ト）

（06
（

葺
き
で
あ
る
と
の
記
載
が

あ
る
。
野
地
板
が
葺
か
れ
た
状
態
で
行
わ
れ
た
大
講
堂
の
上
棟

図 5　「国士舘講堂設計図」（『大民』第 4巻第 5号〈青年大民団、1919 年 5月〉）

写真 29　1919年 7月 27日　大講堂上棟式（正面）写真 30　同右　（側面）
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式
（
一
九
一
九
年
七
月
二
七
日
）
の
写
真
【
写
真
29
・
30
】
を
見

る
と
、
入
母
屋
妻つ

ま

面め
ん

狐
格
子
下
の
前
包
と
野
地
板
の
隙
間
は
薄
く

瓦
を
差
し
込
む
余
地
は
な
い
た
め
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
瓦
葺
き

で
は
な
く
ス
レ
ー
ト
葺
き
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
一
月
九
日
の
落
成
式
お
よ
び
開
舘
式

の
写
真
【
写
真
31
】
に
は
、
竣
工
後
の
大
講
堂
、
本
部
棟
、
道
場

が
写
る
。
本
部
棟
お
よ
び
道
場
の
屋
根
は
縦
横
線
が
写
り
瓦
葺
き

と
推
定
さ
れ
る
が
、
大
講
堂
は
下
り
棟
、
隅
棟
が
な
く
、
軒
先
が

シ
ャ
ー
プ
で
、
か
つ
屋
根
面
が
平
滑
な
た
め
明
ら
か
に
瓦
葺
き
で

は
な
い
。
ス
レ
ー
ト
葺
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
回
の
調
査
で
大

講
堂
の
小
屋
裏
へ
入
っ
た
際
、
小
屋
梁
上
に
天
然
ス
レ
ー
ト
お
よ

び
防
水
紙
の
破
片
が
数
点
落
ち
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
【
写
真
32
】。

以
上
よ
り
、
大
講
堂
は
設
計
時
、
瓦
葺
き
屋
根
で
計
画
さ
れ
た

が
、
工
事
に
当
た
っ
て
計
画
変
更
さ
れ
、
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋

根
で
竣
工
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑵
　
金
属
板
葺
き
屋
根

一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
の
写
真
【
写
真
33
】
に
は
、
ま
だ

天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋
根
の
大
講
堂
が
写
る
。

一
九
五
九
年
に
撮
影
さ
れ
た
世
田
谷
校
地
全
景
の
航
空
写
真

【
写
真
34
】
に
は
、
白
色
の
屋
根
が
写
る
。
天
然
素
材
の
場
合
、

日
光
が
直
射
し
た
場
合
で
も
屋
根
の
全
面
が
輝
く
白
色
で
写
ら
な

い
こ
と
か
ら
、
金
属
板
葺
き
屋
根
と
推
定
さ
れ
る
。

⑶
　
銅
板
葺
き
屋
根

一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
頃
の
写
真
に
は
銀
色
の
金
属
板
葺

き
屋
根
が
写
る
が
、
一
九
八
二
年
頃
の
写
真
に
は
銅
色
に
輝
く
銅

板
葺
き
屋
根
が
写
る
【
写
真
35
・
36
】。
二
つ
の
写
真
は
、
大
講

堂
前
の
桜
が
開
花
し
、
梅
の
木
に
新
緑
の
葉
が
芽
吹
い
て
い
る
こ

と
か
ら
春
先
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、

一
九
八
一
年
一
二
月
二
四
日
撮
影
の
写
真
に
は
大
講
堂
の
周
り
に

工
事
用
の
足
場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
銅
板

へ
の
葺
き
替
え
工
事
が
竣
工
間
近
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
【
写

真
37
・
38
】。
ま
た
、
工
事
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
載
は
な

い
が
、
大
学
で
保
管
す
る
一
九
八
一
年
度
の
出
納
帳
の
三
月
三
一

日
付
の
箇
所
に
「
大
講
堂
屋
根
ふ
き
替
え
修
繕
」
と
の
記
載
が
あ

る
。以

上
か
ら
、
現
在
の
銅
板
葺
き
屋
根
へ
の
改
修
工
事
は
、

一
九
八
一
～
一
九
八
二
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
な
お
、
大
講
堂
が
写
る
そ
の
他
写
真
を
比
較
す
る
と
、
屋
根

廻
り
の
工
事
に
関
連
し
て
下
記
の
改
修
、
修
理
工
事
が
実
施
さ
れ

た
と
推
定
で
き
る
。

・
破
風
、
懸
魚
は
、
以
前
は
木
地
表
し
で
あ
っ
た
が
、
銅
板

が
新
た
に
巻
か
れ
た
。

・
垂
木
、
隅
木
、
縋
る
破
風
の
木こ

口ぐ
ち

に）
（00
（

銅
板
が
巻
か
れ
た
。
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写真 31　1919 年 11月 9日　国士舘落成式・開舘式（左：大講堂、奥：道場、右：本部棟）

写真 32　小屋裏で見つけた天然スレート破片

写真 33　1957 年 3月　短期大学第 3期卒業式写真 34　1959年　世田谷校地全景写真（拡大）
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※
垂
木
に
は
以
前
、
木
口
銅
板
は
な
く
、
樋

を
受
け
る
鶴つ

る

首く
び

金か
な

物も
の

が）
（08
（

木
口
差
し
で
あ
っ

た
。
現
状
の
樋
受
け
金
物
は
茅
負
に
設
置

し
て
い
る
。

・
樋
は
銅
製
の
新
補
材
へ
取
り
替
え
ら
れ
た
。

・
向
拝
柱
の
柱
脚
に
、
銅
板
金
物
が
新
た
に
巻

か
れ
た
。

2
　
外
装

建
築
さ
れ
て
間
も
な
い
頃
【
写
真
39
・
40
】
の
外

装
は
、
前
述
の
「
国
士
舘
講
堂
設
計
図
」
に
も
描
か

れ
て
い
る
通
り
、
腰
下
は
竪
板
張
り
、
腰
上
は
飛
貫

を
表
し
た
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。

一
九
七
七
（
昭
和
五
二
）
年
の
写
真
【
写
真
41
・

42
】
で
は
、
ま
だ
内
法
上
の
飛
貫
を
表
し
た
漆
喰
仕

上
げ
と
腰
下
の
竪
板
張
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
八
二
年
の
銅
板
屋
根
改
修
工
事
竣
工
後
に
は
、

内
法
上
の
飛
貫
は
な
く
な
り
、
全
面
白
漆
喰
仕
上
げ

へ
改
変
さ
れ
る
【
写
真
43
・
44
】。
な
お
、
そ
の
壁

下
地
は
土
壁
の
上
へ
ボ
ー
ド
下
地
を
張
り
、
仕
上
げ

て
い
る
。
ま
た
、
正
面
（
南
面
）
窓
下
の
腰
竪
板
張

り
は
、
以
前
の
意
匠
を
踏
襲
し
て
新
材
へ
取
り
替
え

写真 35　1981 年頃　銀色の金属板葺き屋根
（『体育学部第 23回卒業アルバム』1982年 3月）

写真 36　1982 年頃　銅板葺き屋根
（『体育学部第 24回卒業アルバム』1983年 3月）

写真 37　1981 年 12月 24日撮影写真 38　1982 年 1月 27 日撮影（工事用足
場がない）
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写真 39　1928 年頃　大講堂（南東側）
（『第 2回中学校卒業アルバム』1929 年 3月）

写真 40　1939 年頃　大講堂（西側）
（『第8回専門学校卒業アルバム』1940年 3月）

写真 41　1977年 3月 29日　大講堂（南東側）写真 42　1977 年 4月 11日　大講堂（東側）

写真 43　1982年 4月 1日　大講堂（東南側）写真 44　1982 年 4月 1日　大講堂（西側）
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て
い
る
が
、
そ
の
他
の
面
は
モ
ル
タ
ル
塗
り
に
改
変
さ
れ
る
。
東

面
腰こ

し

貫ぬ
き

、）
（00
（

お
よ
び
入
母
屋
妻
面
の
狐
格
子
と
軒
先
の
茅
負
、
裏う
ら

甲ご
う

、）
（51
（

縋
る
破
風
は
、
周
辺
部
材
と
の
経
年
劣
化
状
況
が
異
な
り
、

改
修
後
、
木
地
色
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
補
材
へ
取
り
替

え
た
か
、
旧
材
に
洗
い
を
か
け
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ

る
。
そ
の
他
、
正
面
濡
れ
縁
の
繋
ぎ
貫
が
新
材
へ
取
り
替
え
ら
れ

て
い
る
。

3
　
天
井

⑴
　
折
上
げ
格
天
井

広
間
の
折
上
げ
格
天
井
の
支
輪
と
格
縁
に
つ
い
て
、
仕
様
（
規

格
、
面
取
り
等
）
と
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
が
異
な
る
こ
と
か

ら
、
天
井
は
改
修
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
折
上
げ
支
輪

の
天
井
漆
喰
は
木
摺
り
下
地
で
、
格
天
井
は
合
板
ボ
ー
ド
下
地
の

上
に
白
塗
装
仕
上
げ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
輪
は
旧
材
、
格

縁
は
後
補
材
と
推
定
さ
れ
る
。

一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
45
】
を
み
る

と
、
平
部
格
天
井
の
不ふ

陸り
く

が）
（5（
（

激
し
い
。
翌
一
九
六
一
年
頃
の
写
真

【
写
真
46
】
を
み
る
と
、
不
陸
が
是
正
さ
れ
、
格
縁
が
一
回
り
細

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
よ
り
、
広
間
格
天
井
は

一
九
六
〇
～
一
九
六
一
年
頃
の
間
に
改
変
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑵
　
化
粧
合
板
目
透
か
し
天
井

広
間
講
壇
上
、
お
よ
び
床
の
間
の
化
粧
合
板
目
透
か
し
天
井

は
、
現
況
、
桧
の
突
板
を
用
い
て
お
り
、
後
補
改
変
と
判
断
さ
れ

る
。
そ
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
二
重
廻
り
縁
は
、
部
材

の
経
年
劣
化
状
況
よ
り
建
築
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑶
　
竿
縁
天
井

廊
下
竿
縁
天
井
は
、
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
よ
り
、
二
重
廻
り

縁
と
竿
縁
は
建
築
時
の
も
の
で
、
天
井
板
は
後
補
改
修
と
推
定
さ

れ
る
。

現
状
、
北
東
、
北
西
の
物
置
に
は
天
袋
が
付
き
、
廊
下
と
間
仕

切
っ
て
い
る
が
、
東
西
物
置
と
も
に
廊
下
の
二
重
廻
り
縁
が
物
置

内
部
ま
で
伸
び
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
築
時
は
廊
下
と
一
連
の
竿

縁
天
井
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
【
写
真
47
・
48
】。
な
お
、
建

築
当
時
と
推
定
さ
れ
る
部
材
は
、
北
東
物
置
は
二
重
廻
り
縁
の
み

で
、
北
西
物
置
は
二
重
廻
り
縁
、
竿
縁
、
天
井
板
全
て
で
あ
る
。

広
間
の
講
壇
側
を
臨
む
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
頃
の
古
写

真
を
み
る
と
、
そ
の
両
脇
廊
下
の
先
が
写
っ
て
い
る
【
写
真
49
・

50
・
51
】。
北
東
物
置
は
、
内
法
下
に
建
具
を
建
て
込
む
が
上
の

天
袋
部
分
に
建
具
は
な
く
解
放
さ
れ
て
お
り
、
奥
北
東
隅
の
柱
が

見
え
る
。
改
修
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
六
三
年
五
月
の
古

写
真
【
写
真
52
】
に
も
同
様
の
も
の
が
確
認
さ
れ
る
。
北
西
物
置

は
現
状
位
置
に
建
具
は
な
く
、
側
柱
側
の
長
押
と
と
も
に
、
さ
ら
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写真 45　1960 年頃　大講堂天井
（『体育学部第2期卒業アルバム』1961年 3月）

写真 46　1961 年頃　大講堂天井
（『体育学部第3期卒業アルバム』1962年 3月）

写真 47　現状　北西物置の天井写真 48　現状　北東物置の天井

写真 49　1942 年頃　大講堂内部
（『第 16回中学校卒業アルバム』1943年 3月）

写真 50　1942年頃　北東物置側（写真 49拡大）
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写真 51　1942年頃　北西物置側（写真 49拡大）写真 52　1963 年 5月 27日　北東物置

に
奥
一
間
の
位
置
の
一
段

低
い
高
さ
で
、
鴨
居
、
建

具
が
建
て
込
ま
れ
る
。
こ

れ
は
現
存
し
な
い
外
便
所

入
口
と
推
定
さ
れ
、
建
築

当
時
は
廊
下
が
そ
こ
ま
で

伸
び
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
改
修
時
期
は
不
明
で

あ
る
が
、
外
便
所
の
解
体

以
降
の
可
能
性
が
高
い
。

後
述
す
る
が
、
外
便
所
の

解
体
時
期
は
一
九
六
四
～

一
九
六
六
年
頃
と
推
定
さ

れ
る
。

4
　
床

⑴
　
広
間
・
廊
下

広
間
と
廊
下
は
、
現

在
、
常
時
同
一
の
畳
を
敷

い
て
い
る
が
、
古
写
真
を

見
る
と
、
講
演
場
、
武
道

場
、
茶
道
場
な
ど
、
そ
の

用
途
に
合
わ
せ
て
縁
付
き
、
縁
な
し
畳
を
使
い
分
け
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

現
状
の
畳
を
剥
が
す
と
、
入
側
丸
柱
、
お
よ
び
無
目
敷
居
の
広

間
側
の
畳
と
接
す
る
部
材
面
は
経
年
劣
化
が
進
行
し
て
い
な
い
た

め
、
建
築
当
時
よ
り
畳
敷
き
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
【
写
真

53
】。
同
部
材
の
廊
下
側
を
見
る
と
、
経
年
劣
化
状
況
が
畳
に
接

す
る
面
と
畳
上
の
丸
柱
表
面
と
同
じ
で
あ
る
【
写
真
54
】。
廊
下

の
巾
木
（
現
状
は
畳
寄
）
も
同
様
の
経
年
劣
化
の
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
廊
下
側
は
畳
下
ま
で
露
出
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

【
写
真
55
】。
な
お
、
外
部
出
入
口
の
敷
居
は
、
現
状
、
廊
下
畳
床

か
ら
畳
の
厚
さ
分
低
い
位
置
に
付
い
て
い
る
。

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
頃
、
一
九
三
六
年
頃
の
古
写
真
【
写

真
56
・
57
】
よ
り
、
廊
下
に
縁
甲
板
が
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
足
元
を
よ
く
見
る
と
縁
甲
板
の
出
隅
は
角
張
り
（
隅
を
斜

め
に
留
め
る
）
と
し
、
広
間
境
の
無
目
敷
居
は
縁
甲
板
よ
り
畳
厚

さ
分
、
一
段
上
が
る
。
廊
下
の
巾
木
は
現
状
と
同
様
の
高
さ
で
あ

る
。
一
九
六
七
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
58
】
を
見
る
と
、
廊
下
に

見
切
り
材
が
付
い
て
い
る
が
、
床
の
縁
甲
板
張
り
は
残
っ
て
い

る
。
現
状
の
床
へ
の
改
修
時
期
は
、
一
九
六
八
年
以
降
と
推
定
さ

れ
る
。

⑵
　
北
東
物
置

床
は
縁
甲
板
張
り
で
、
廊
下
畳
と
同
じ
高
さ
で
あ
る
。
経
年
劣
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写真 53　現状　無目敷居（広間側）写真 54　現状　広間境廊下側の無目敷居

写真 55　現状　廊下巾木写真 56　1928年頃　廊下（南正面出入口付近）
（『第 2回中学校卒業アルバム』1929 年 3月）

写真 57　1936年頃　廊下（南正面出入口付近）
（『第5回専門学校卒業アルバム』1937年 3月）

写真 58　1967年頃　廊下（南正面出入口付近）
（『体育学部第9回卒業アルバム』1968年 3月）
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化
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
床
板
は
比
較
的
古
い
も
の
で
あ
る
。
内

部
の
三
方
に
廻
る
腰
竪
板
張
り
は
経
年
劣
化
状
況
か
ら
建
築
時
の

も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
床
か
ら
の
巾
木
の
出
が
少
な
い
【
写
真

59
】。
建
築
当
時
は
廊
下
の
縁
甲
板
張
り
床
と
同
じ
高
さ
で
床
板

が
張
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
現
状
の
縁
甲
板
張
り
が
建
築

時
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
。

⑶
　
北
西
物
置

床
は
後
補
合
板
張
で
、
床
の
高
さ
は
廊
下
畳
床
よ
り
畳
厚
さ
分

低
い
。
内
部
両
脇
の
腰
竪
板
張
り
壁
は
経
年
劣
化
状
況
か
ら
建
築

時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
床
か
ら
の
巾
木
の
出
も
古
写
真
と
同
様

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
床
の
高
さ
は
建
築
当
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な

い
と
推
定
さ
れ
る
【
写
真
60
】。
こ
の
箇
所
は
現
存
し
な
い
外
便

所
へ
繋
が
る
廊
下
で
あ
り
、
建
築
時
は
廊
下
の
縁
甲
板
床
張
り
が

伸
び
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

5
　
内
壁

⑴
　
広
間

広
間
の
内
壁
は
大
き
く
改
修
し
て
い
る
痕
跡
等
は
な
い
が
、
壁

際
に
周
る
松
煙
塗
り
の
額
縁
が
講
壇
脇
の
内
法
の
壁
下
等
で
現
存

し
な
い
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
61
】

を
見
る
と
そ
の
範
囲
お
よ
び
講
壇
段
際
に
周
る
額
縁
が
確
認
さ
れ

る
。
そ
の
額
縁
が
写
る
古
写
真
は
一
九
六
三
年
頃
の
も
の
【
写
真

62
】
が
最
後
で
あ
り
、
そ
の
後
は
写
真
が
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
確
認
で
き
な
い
。
改
修
時
期
の
確
定
は
で
き
な
い
が
、

一
九
六
四
年
以
降
と
推
定
さ
れ
る
。

講
壇
奥
の
床
の
間
は
、
現
状
折
れ
戸
形
式
の
パ
ネ
ル
壁
が
建
て

込
ま
れ
、
そ
の
奥
は
後
補
ク
ロ
ス
貼
り
壁
と
な
っ
て
い
る
。
奥
の

壁
の
手
前
に
パ
ネ
ル
壁
を
設
置
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
後
補
の
も

の
で
あ
る
が
、
改
修
時
期
は
不
明
で
あ
る
【
写
真
63
・
64
】。

⑵
　
廊
下
・
物
置

廊
下
と
物
置
は
、
腰
下
は
竪
板
張
り
、
腰
上
は
白
漆
喰
仕
上
げ

の
上
、
壁
際
に
松
煙
塗
り
の
額
縁
を
廻
す
。
漆
喰
壁
お
よ
び
額
縁

は
建
築
当
時
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
腰
壁
は
、
部
材
の
経
年
劣

化
状
況
か
ら
物
置
内
部
の
一
式
は
建
築
当
時
の
も
の
、
ま
た
廊
下

の
板
壁
は
後
補
材
と
推
定
さ
れ
る
。
北
西
の
物
置
の
腰
壁
は
廊
下

か
ら
延
び
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
建
具
枠
が
後
付
け
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
北
西
の
物
置
は
、
建
築
当
時
は
廊
下
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

6
　
建
具
（
柱
間
装
置
）

⑴
　
外
部
建
具

外
部
建
具
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
～
一
九
八
二
年
に
か

け
て
の
銅
板
屋
根
へ
の
改
修
の
際
、
正
面
の
主
出
入
口
、
北
東
の

常
用
出
入
口
の
も
の
が
建
築
当
時
の
建
具
意
匠
を
踏
襲
し
て
新
規
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写真 59　現状　北東物置写真 60　現状　北西物置

写真 61　1942 年頃　講壇脇の額縁あり
（『第 16回中学校卒業アルバム』1943年 3月）

写真 62　1963 年頃　講壇脇の額縁あり
（『体育学部第5回卒業アルバム』1964年 3月）

写真 63　1942 年頃　床の間（パネル壁なし）
（写真 61に同じ）

写真 64　現状　床の間（パネル壁あり）
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製
作
さ
れ
、
取
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
が
古
写
真
よ
り
分
か
る
（
写

真
43
、
参
照
）。

窓
は
、
古
写
真
、
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
か
ら
建
築
当
時
の
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
、
窓
に
付
い
て
い
る
網
戸
は
、
部
材
経

年
劣
化
の
状
況
か
ら
明
ら
か
に
後
補
材
と
分
か
る
。
建
築
当
初
か

ら
網
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

柱
間
装
置
（
敷
居
、
鴨
居
等
）
は
、
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
か

ら
建
築
当
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑵
　
物
置
建
具

物
置
建
具
は
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
か
ら
明
ら
か
に
後
補
材
で

あ
る
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
頃
、
一
九
六
一
年
、

一
九
六
三
年
の
古
写
真
【
写
真
50
・
52
・
65
】
に
、
北
東
物
置
に

折
れ
戸
形
式
の
板
戸
が
写
る
。
内
法
下
の
柱
間
装
置
（
無
目
鴨

居
、
敷
居
）
は
、
部
材
の
経
年
劣
化
状
況
か
ら
建
築
当
時
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
が
、
入
側
丸
柱
東
面
に
埋
木
が
施
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
以
前
は
こ
こ
に
建
具
枠
が
取
り
付
い
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
無
目
敷
居
、
鴨
居
に
痕
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
三
連

折
れ
板
戸
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
天
袋
の
柱
間
装
置

は
全
て
後
補
の
も
の
で
あ
る
。

北
西
物
置
は
、
建
築
当
初
は
外
便
所
へ
繋
が
る
廊
下
で
あ
っ

た
。
こ
の
た
め
物
置
開
口
部
の
設
え
は
全
て
後
補
改
修
で
あ
り
、

建
築
当
時
は
そ
の
箇
所
に
柱
間
装
置
は
な
い
。
そ
の
北
奥
壁
に
つ

い
て
は
、
他
の
内
法
よ
り
低
い
位
置
に
鴨
居
、
長
押
が
残
っ
て
い

る
。
一
九
四
二
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
51
】
に
板
戸
も
し
く
は
板

壁
が
写
っ
て
お
り
、
そ
の
開
閉
形
式
は
不
明
で
あ
る
が
、
外
便
所

の
出
入
口
と
推
定
さ
れ
る
。

7
　
外
便
所

⑴
　
資
料
調
査

「
国
士
舘
講
堂
設
計
図
」（
一
九
一
九
年
）
の
平
面
図
【
図
6
】

で
は
、
西
側
廊
下
の
北
端
に
繋
ぎ
廊
下
（
奥
行
き
一
間
）
が
付

き
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
外
便
所
（
図
面
か
ら
の
概
略
寸
法
で
一
・

写真 65　1961 年　折れ戸が設えられた北東
物置
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五
×
二
・
五
間
程
度
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
一
九
二
五
年
頃
の

「
国
士
舘
全
図）

（52
（

」【
図
7
】
に
も
設
計
図
と
同
様
の
位
置
に
突
き
出

し
た
建
物
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
繋
ぎ
廊
下
か
ら
先
の
建
物
が

設
計
図
で
は
大
講
堂
側
に
矩
折
れ
て
お
り
、「
国
士
舘
全
図
」
で

は
大
講
堂
と
反
対
側
に
突
き
出
る
形
で
矩
折
れ
る
と
い
う
違
い
が

見
ら
れ
る
。

一
九
三
二
年
頃
撮
影
の
外
便
所
の
古
写
真
【
写
真
66
】
を
見
る

と
、「
国
士
舘
全
図
」
と
同
様
、
大
講
堂
と
反
対
側
に
突
き
出
て

い
る
。
写
真
よ
り
寸
法
を
推
測
す
る
と
、
繋
ぎ
廊
下
の
長
さ
は

一
・
五
間
、
外
便
所
梁
間
一
・
二
五
間
程
度
で
桁
行
は
不
明
で
あ

る
。
外
壁
は
繋
ぎ
廊
下
、
外
便
所
と
も
に
全
面
下し

た

見み

板い
た

壁）
（50
（

張
り
で

あ
る
。
屋
根
は
反
射
し
て
い
る
た
め
分
か
り
に
く
い
が
、
勾
配
は

緩
く
、
軒
先
が
薄
い
こ
と
か
ら
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
、
あ
る
い
は

金
属
葺
き
の
屋
根
の
可
能
性
が
高
い
。
外
便
所
は
寄よ

せ

棟む
ね

造
り）

（50
（

で
、

繋
ぎ
廊
下
の
屋
根
は
外
便
所
の
屋
根
よ
り
一
段
低
く
し
た
切
妻

造
り）

（55
（

と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
便
所
西
面
上
部
に
は
換
気
口
を
開

け
、
そ
の
下
に
板い

た

庇び
さ
し

の
出
窓
を
張
り
出
す
。
出
窓
に
は
竪
格
子

が
付
き
、
さ
ら
に
床
付
近
に
は
竪
格
子
付
き
の
地じ

窓ま
ど

を）
（56
（

設
け
る
。

繋
ぎ
廊
下
に
は
、
三
本
引
違
い
ガ
ラ
ス
窓
の
出
窓
が
付
く
。

一
九
三
二
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
66
】
を
よ
く
見
る
と
繋
ぎ
廊
下

の
床
下
は
壁
が
な
く
、
開
放
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
内

部
は
、
一
九
四
二
年
頃
の
古
写
真
【
写
真
51
】
を
見
る
と
、
西
廊

図 6　1919 年　「国士舘講堂設計図」平面図
（『大民』第 4巻第 5号〈青年大民団、
1919 年 5月〉）

図 7　1925 年頃　「国士舘全図」に描かれた
大講堂
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写真 66　1932 年頃　外便所（中央奥）写真 67　1962 年 9月 26日　外便所（左側）

下
突
き
当
り
に
木
製
建

具
（
板
戸
）
か
板
壁
が

写
り
、
外
便
所
の
出
入

口
境
の
間
仕
切
り
と
推

定
さ
れ
る
。

「
財
団
法
人
国
士
舘

設
立
許
可
申
請
書
」

（
一
九
一
九
年
一
〇
月

六
日
、
東
京
都
立
公
文

書
館
所
蔵
）、「
登
記
簿

謄
本
」（
一
九
四
七
年

一
月
三
日
受
付
）
に

「
木
造
ス
レ
ー
ト
葺
平

屋
　
講
堂
壱
棟
　
建
坪

九
拾
七
勺
坪
」
と
の
記

載
が
あ
る
。
現
存
す
る

大
講
堂
の
面
積
は

八
六
・
三
一
坪
（
本
調

査
実
測
面
積
、
向
拝
含

む
）、「
国
士
舘
講
堂
設

計
図
」
に
描
か
れ
た
外

便
所
の
推
定
面
積
は

写真 69　現状　北西側物置（外部） 写真 68　現状　北西側物置（内部）

旧長押

後補長押・鴨居

旧長押
旧鴨居

旧竪板張り

旧竿縁天井

当板

長押
隅仕口なし

柱埋木（二段）

土台埋木

長押継手
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四
・
七
五
坪
で
あ
り
、
総
面
積
は
九
一
・
〇
六
坪
程
度
と

な
る
こ
と
か
ら
、
申
請
書
や
謄
本
に
記
載
さ
れ
た
面
積

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

⑵
　
痕
跡
調
査

北
西
物
置
の
北
奥
の
突
き
当
り
壁
は
腰
下
竪
板
壁
が

な
く
、
経
年
劣
化
状
況
よ
り
古
い
時
代
の
も
の
と
推
定

さ
れ
る
鴨
居
、
長
押
が
残
る
こ
と
か
ら
、
出
入
口
が

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
【
写
真
68
】。
そ
の
外
部
を
み

る
と
、
多
数
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
土
台
は
柱
が
建

つ
通
り
に
埋
木
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
側
へ
伸
び

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
土
台
上
の
柱
は
、
内
法

下
全
面
に
当あ

て

板い
た

が）
（50
（

打
ち
付
け
ら
れ
る
。
当
板
は
、
通

常
、
部
材
の
痕
跡
を
隠
す
た
め
に
打
た
れ
る
こ
と
か

ら
、
北
へ
延
び
て
い
た
壁
の
痕
跡
を
隠
す
た
め
の
も
の

と
推
定
さ
れ
る
。
上
部
を
見
る
と
、
こ
の
範
囲
の
長
押

が
継
が
れ
て
お
り
、
そ
の
継つ

ぎ

手て

、
仕
口
は
他
と
異
な
っ

て
い
る
。
他
の
長
押
の
継
目
は
縦
で
あ
る
が
、
こ
の
箇

所
は
斜
め
で
あ
り
、
ま
た
、
他
の
出
隅
は
留
め
と
す
る

が
、
こ
こ
は
木
口
を
切
り
放
し
て
仕
口
が
な
い
こ
と
か

ら
、
明
ら
か
に
後
補
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
長
押
の
斜
め
の
継
ぎ
目
は
、
か
つ
て

の
繋
ぎ
廊
下
屋
根
の
勾
配
跡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ

写真 73　現状　柱埋木

写真 70　現状　土台埋木写真 71　現状　土台埋木（隅）

写真 72　現状　長押継手

旧長押 後補長押
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る
。
さ
ら
に
、
柱
下
部
に
は
埋
木
が
二
段
あ
り
、
こ
れ
は
床
板
、

階
段
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
【
写
真
69
・
70
・
71
・
72
・
73
】。

五
　
復
原
考
察

大
講
堂
は
、
内
・
外
装
仕
上
げ
の
改
修
が
数
度
行
わ
れ
、
北
西

に
突
き
出
し
て
い
た
外
便
所
が
解
体
さ
れ
た
ほ
か
は
大
き
な
間
取

り
の
改
変
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
主
要
構
造
材
は
建
築
当
時
の
ま
ま

で
あ
る
。

表
2
は
、
各
部
位
の
改
修
並
び
に
変
遷
を
整
理
し
た
も
の
で
あ

る
。
大
講
堂
の
変
遷
は
、
大
き
く
四
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

Ⅰ
期
：
建
築
時
（
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋
根
）
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
以
降

Ⅱ
期
：
金
属
板
葺
き
屋
根
へ
の
改
修
　
一
九
五
八
（
昭
和

三
三
）
年
頃
以
降

Ⅲ
期
：
外
便
所
解
体
　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
～

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
以
降

Ⅳ
期
：
銅
板
葺
き
屋
根
等
の
改
修
　
一
九
八
二
（
昭
和

五
七
）
年
頃
以
降

表 2　国士舘大講堂改修履歴
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1
　
Ⅰ
期
：
建
築
時
（
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
屋
根
）　
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
以
降

建
物
は
基
壇
上
に
建
つ
木
造
平
屋
建
て
の
真
壁
造
り
で
、
主
規

模
は
現
状
同
様
、
梁
間
八
間
、
桁
行
一
〇
間
、
南
正
面
に
間
口
三

間
の
向
拝
が
付
く
。
屋
根
は
妻
入
り
の
反
り
の
あ
る
入
母
屋
造
り

屋
根
で
、
向
拝
部
分
を
葺
き
下
ろ
す
。
屋
根
葺
き
材
は
天
然
ス

レ
ー
ト
葺
き
で
、
軒
先
に
銅
製
の
軒
樋
を
廻
す
。
外
装
は
腰
下
を

竪
板
張
り
、
腰
上
を
飛
貫
表
し
の
漆
喰
仕
上
げ
と
し
、
側
柱
の
柱

頭
部
に
舟
肘
木
を
据
え
る
。

入
口
は
正
面
向
拝
と
北
東
の
常
用
口
の
二
カ
所
で
あ
る
。
正
面

向
拝
へ
は
、
基
壇
ま
で
石
段
三
段
、
さ
ら
に
木
階
四
段
を
上
り
、

建
物
梁
間
の
間
口
巾
一
杯
に
付
く
切
れ
目
板
張
り
の
濡
れ
縁
へ
上

が
り
大
講
堂
内
の
廊
下
へ
入
る
。
常
用
口
は
木
階
四
段
を
上
が

り
、
内
部
の
廊
下
へ
入
る
。

間
取
り
は
、
中
央
を
一
〇
八
畳
（
五
四
坪
）
敷
き
の
広
間
と

し
、
そ
の
南
東
西
三
方
に
幅
一
間
の
縁
甲
板
張
り
の
廊
下
を
廻

す
。
廊
下
は
腰
下
を
竪
板
張
り
、
腰
上
は
松
煙
塗
装
を
施
し
た
額

縁
が
廻
る
漆
喰
仕
上
げ
と
す
る
。
広
間
は
、
廊
下
の
腰
上
同
様
、

松
煙
塗
装
を
施
し
た
額
縁
が
廻
る
漆
喰
仕
上
げ
で
あ
る
。
天
井

は
、
廊
下
は
竿
縁
天
井
、
広
間
は
折
上
格
天
井
と
し
て
天
井
を
廊

下
よ
り
上
げ
、
広
間
と
し
て
の
格
式
を
高
め
る
。
広
間
正
面
奥
に

は
幅
三
間
、
奥
行
一
間
、
高
さ
一
・
五
尺
の
畳
敷
き
の
講
壇
を
設

け
、
そ
の
奥
に
は
さ
ら
に
五
・
七
寸
上
げ
て
幅
二
間
、
奥
行
四
尺

の
床
の
間
を
設
え
る
。
講
壇
上
の
天
井
は
無
目
落
し
掛
け）

（58
（

を
梁
間

に
渡
し
て
広
間
の
折
り
上
げ
天
井
を
受
け
、
一
段
下
が
っ
た
位
置

で
鏡か

が
み

板い
た

天
井）

（50
（

目
透
か
し
張
り
と
す
る
。
床
の
間
の
天
井
も
鏡
板

天
井
目
透
か
し
張
り
で
あ
る
。

廊
下
の
北
東
奥
は
、
内
法
上
の
天
袋
部
分
が
開
放
さ
れ
、
内
法

下
は
折
れ
戸
を
建
て
込
ん
だ
物
置
で
あ
る
。
上
の
開
放
部
は
廊
下

の
竿
縁
天
井
が
そ
の
ま
ま
伸
び
る
。
物
置
内
部
は
、
廊
下
同
様
腰

下
を
竪
板
張
り
、
腰
上
を
松
煙
塗
装
額
縁
が
廻
る
漆
喰
仕
上
げ
と

し
、
内
部
に
作
り
付
け
の
木
製
棚
を
設
け
る
。

反
対
側
の
北
西
に
は
、
外
便
所
（
現
存
せ
ず
）
が
繋
ぎ
廊
下
を

介
し
て
西
側
へ
突
き
出
し
た
形
で
取
り
付
く
。
そ
の
規
模
は
確
定

で
き
な
い
が
、
図
面
、
古
写
真
等
の
資
料
よ
り
、
繋
ぎ
廊
下
は
巾

一
間
、
長
さ
一
・
五
間
、
外
便
所
は
梁
間
一
・
二
五
間
、
桁
行
二
間

程
度
と
推
測
さ
れ
る
。
現
在
物
置
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
、
建
築

当
初
は
縁
甲
板
張
り
の
廊
下
で
、
突
き
当
た
り
の
繋
ぎ
廊
下
境
に

建
具
を
建
て
込
み
便
所
と
間
仕
切
る
。
繋
ぎ
廊
下
、
便
所
の
内
部

仕
様
は
不
明
で
あ
る
が
、
古
写
真
か
ら
外
便
所
は
主
屋
よ
り
屋
根

が
低
い
こ
と
、
既
存
柱
の
床
付
近
に
残
る
痕
跡
か
ら
、
繋
ぎ
廊
下

か
ら
先
は
木
階
等
で
数
段
下
が
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
屋
根

は
、
外
便
所
は
寄
棟
造
り
、
繋
ぎ
廊
下
は
外
便
所
屋
根
よ
り
一
段

低
く
し
た
切
妻
造
り
で
、
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
、
あ
る
い
は
金
属
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葺
き
屋
根
と
推
定
さ
れ
る
。
外
装
は
下
見
板
張
り
で
、
繋
ぎ
廊

下
、
外
便
所
と
も
に
西
面
に
出
窓
が
付
き
、
外
便
所
の
出
窓
が
付

い
た
部
分
は
手
洗
い
と
推
定
さ
れ
る
【
図
8
】。

大
講
堂
は
建
築
当
初
、
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
様
々

な
式
典
や
講
演
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
九
月
一

日
の
関
東
大
震
災
の
際
は
、
大
講
堂
を
含
む
国
士
舘
の
構
内
は
大

き
な
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
た
め
、
施
設
を
開
放
し
て
都
心
か
ら

の
避
難
民
を
広
く
受
け
入
れ
た
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
五
月
二
五

日
、
国
士
舘
周
辺
は
Ｂ
二
九
爆
撃
機
の
空
襲
を
受
け
、
校
舎
の
ほ

と
ん
ど
を
焼
失
し
た
が
、
大
講
堂
ほ
か
四
棟
（
柔
道
場
、
剣
道

場
、
正
気
寮
、
時
習
寮
）
が
戦
災
を
免
れ
た
。
大
講
堂
は
、
関
東

大
震
災
、
第
二
次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
激
動
の
戦
後
を
経
た

一
九
五
八
年
頃
ま
で
、
築
後
三
九
年
の
間
、
建
築
時
の
姿
が
維
持

さ
れ
た
。

な
お
、
戦
中
・
戦
後
の
古
写
真
を
比
較
し
て
み
る
と
銅
製
の
屋

根
樋
が
取
り
外
さ
れ
た
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、
戦
時
中
に
供
出
し

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

2
　
Ⅱ
期
：
金
属
板
葺
き
屋
根
へ
の
改
修
　
一
九
五
八
（
昭
和

三
三
）
年
頃
以
降

Ⅰ
期
と
間
取
り
や
規
模
は
大
き
く
変
わ
ら
な
い
が
、
屋
根
が
銀

色
の
金
属
葺
き
に
改
修
さ
れ
た
。
一
九
五
八
年
は
国
士
舘
大
学
が

創
設
さ
れ
、
体
育
学
部
が
設
置
さ
れ
た
年
で
あ
り
、
国
士
舘
に

と
っ
て
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
構
内
の
整
備
に
合
わ
せ
、
屋
根
の

改
修
も
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
同
年
、
大
講
堂
の
東

に
五
号
館
、
一
九
六
三
年
に
は
大
講
堂
の
西
に
七
号
館
が
完
成
す

る
。
こ
の
頃
の
古
写
真
に
は
、
ま
だ
外
便
所
が
写
っ
て
い
る
。

古
写
真
を
見
る
と
、
こ
の
頃
の
広
間
折
り
上
げ
格
天
井
は
築
後

四
〇
年
を
経
て
不
陸
が
著
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
た

め
、
一
九
六
一
年
頃
に
改
修
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
推
定

さ
れ
る
。
大
講
堂
は
こ
の
頃
、
柔
道
な
ど
の
道
場
と
し
て
も
利
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
元
々
の
廊
下
縁
甲
板
張
り
床
の
上
に
畳

が
敷
か
れ
た
。

3
　
Ⅲ
期
：
外
便
所
解
体
　
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
～

一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
以
降

一
九
六
四
年
三
月
、
大
講
堂
南
東
の
八
号
館
が
完
成
し
、

一
九
六
六
年
一
月
に
は
大
講
堂
北
の
一
〇
号
館
が
完
成
す
る
。
こ

の
一
〇
号
館
の
建
設
に
際
し
、
外
便
所
が
解
体
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
解
体
に
伴
い
、
廊
下
北
西
端
の
繋
ぎ
廊
下
境
が
物
置
へ
改

修
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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図 8　建築当初の大講堂の復原平面図
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4
　
Ⅳ
期
：
銅
板
葺
き
屋
根
等
の
改
修
　
一
九
八
二
（
昭
和

五
七
）
年
頃
以
降

一
九
八
一
～
一
九
八
二
年
に
か
け
て
、
銅
板
葺
き
屋
根
へ
の
改

修
を
含
む
比
較
的
大
掛
か
り
な
改
修
が
実
施
さ
れ
た
。
現
在
、

我
々
が
目
に
す
る
大
講
堂
の
姿
は
、
こ
の
改
修
後
の
も
の
で
あ

る
。屋

根
は
銀
色
の
金
属
板
葺
き
か
ら
銅
板
葺
き
へ
と
改
修
し
、
そ

の
際
、
野
地
板
、
軒
先
廻
り
の
茅
負
い
や
裏
甲
、
破
風
、
縋
る
破

風
等
が
取
り
替
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
垂
木
軒
先
、

破
風
、
懸
魚
、
向
拝
柱
柱
脚
に
銅
板
が
巻
か
れ
た
。
銅
製
屋
根
樋

も
同
時
に
刷
新
さ
れ
て
い
る
。

外
装
は
、
正
面
の
濡
れ
縁
上
の
腰
竪
板
張
り
が
後
補
材
へ
取
り

替
え
ら
れ
、
東
西
面
の
腰
竪
板
張
り
は
、
モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ

へ
改
修
さ
れ
た
。
内
法
上
の
飛
貫
表
し
漆
喰
仕
上
げ
は
、
そ
の
上

に
ボ
ー
ド
下
地
を
張
っ
て
漆
喰
仕
上
げ
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
飛
貫

表
し
の
意
匠
で
は
な
く
な
る
。

建
具
に
つ
い
て
は
、
正
面
の
主
出
入
口
と
常
用
口
の
建
具
の
意

匠
は
以
前
の
も
の
を
踏
襲
し
、
後
補
材
へ
取
り
替
え
ら
れ
た
。

床
に
つ
い
て
は
、
断
定
は
で
き
な
い
が
後
補
部
材
の
経
年
劣
化

の
状
況
か
ら
、
同
時
期
に
改
修
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
床
組
は

補
強
の
た
め
、
旧
材
を
活
か
し
て
劣
化
部
を
補
修
、
取
り
替
え
た

上
で
、
補
助
的
に
後
補
材
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
床
束
石
も
同
時

期
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の
へ
取
り
替
え
ら
れ
た
。
廊
下
の
縁

甲
板
並
び
に
広
間
の
捨
て
板
（
荒
床
）
は
構
造
用
合
板
へ
張
替
え

ら
れ
、
畳
が
敷
か
れ
た
。
こ
の
改
修
の
際
、
工
事
に
絡
む
廊
下
の

腰
竪
板
張
り
壁
と
、
広
間
の
内
法
下
の
松
煙
塗
り
額
縁
が
廻
る
漆

喰
仕
上
げ
は
後
補
材
へ
刷
新
さ
れ
、
内
法
下
の
松
煙
塗
り
額
縁
は

撤
去
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
廊
下
竿
縁
天
井
の
天
井
板
、
講
壇
お
よ
び
床
の
間
上
の

化
粧
合
板
目
透
か
し
張
り
天
井
の
後
補
材
へ
の
改
修
に
つ
い
て

も
、
部
材
経
年
劣
化
状
況
か
ら
、
こ
の
時
期
の
可
能
性
が
高
い
。

お
わ
り
に

大
講
堂
は
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
国
士
舘
が
現
在
の
港

区
南
青
山
か
ら
世
田
谷
に
移
転
し
て
き
た
直
後
に
建
築
さ
れ
た
、

国
士
舘
の
教
育
理
念
を
象
徴
す
る
「
純
乎
た
る
日
本
式
」（「
国
士

舘
上
棟
式
記
事
」『
大
民
』
第
四
巻
第
八
号
、
青
年
大
民
団
、

一
九
一
九
年
八
月
）
の
外
観
を
も
つ
建
物
で
あ
る
。
一
〇
八
畳
の

無
柱
の
広
間
と
い
う
大
空
間
と
日
本
風
の
寺
院
建
築
（
本
堂
風
）

の
意
匠
（
建
築
様
式
）
を
具
現
化
す
る
た
め
、
小
屋
組
構
造
の
一

部
に
洋
風
技
術
の
ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
構
造
を
採
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
屋
根
は
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
を
用
い
て
お
り
、
当
時

の
最
先
端
技
術
、
材
料
を
取
り
入
れ
、
和
洋
の
両
技
法
を
巧
み
に
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折
衷
さ
せ
て
新
た
な
日
本
近
代
建
築
へ
と
昇
華
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

そ
の
用
途
は
、
建
築
時
よ
り
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、

様
々
な
式
典
や
講
演
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
、
関
東
大
震
災
の
際

は
、
被
災
者
を
広
く
受
け
入
れ
た
と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
る
。

戦
時
中
の
空
襲
の
際
に
は
、
当
時
の
教
職
員
の
必
死
の
消
火
活
動

に
よ
り
焼
失
を
免
れ
た
。
そ
の
際
、
大
怪
我
を
負
っ
た
教
職
員
や

生
徒
が
い
た
と
の
記
録
も
残
っ
て
い
る
。

大
講
堂
は
、
そ
の
後
も
国
士
舘
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中

心
的
、
象
徴
的
な
存
在
で
、
武
道
場
、
茶
道
場
と
し
て
、
ま
た
大

学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の
行
事
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
使
用

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
内
部
は
シ
ン
プ
ル
な
大
空
間
を
保
有
し
て
い

る
た
め
、
様
々
な
用
途
で
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の

懐
の
深
さ
を
表
し
て
い
る
。

当
初
付
属
し
て
い
た
外
便
所
が
解
体
さ
れ
、
ま
た
屋
根
、
内
・

外
装
な
ど
数
度
、
改
変
の
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
主
屋
の
間

取
り
、
規
模
、
構
造
、
意
匠
形
式
は
往
時
の
姿
を
よ
く
留
め
て
い

る
。
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
に
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財

（
建
造
物
）
に
登
録
さ
れ
た
。
講
堂
と
い
う
分
類
に
お
け
る
登
録

文
化
財
と
し
て
は
都
内
で
最
古
と
な
り
、
ま
た
、
和
風
意
匠
の
講

堂
は
全
国
的
に
類
例
が
少
な
く
貴
重
で
あ
る
。
今
後
も
、
国
士
舘

の
建
学
の
精
神
を
象
徴
す
る
建
造
物
と
し
て
、
保
存
と
活
用
を
両

立
し
た
「
生
き
た
文

化
財
」
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
願
う
。

補
足
と
な
る
が
、

現
地
調
査
の
際
、
ど

う
し
て
も
理
解
で
き

な
い
痕
跡
が
見
ら
れ

た
。
濡
れ
縁
の
束
側

面
と
貫
上
面
が
削
れ

て
い
る
の
で
あ
る

【
写
真
74
・
75
】。
昼

休
み
時
間
に
昼
食
を

と
り
、
大
講
堂
へ

戻
っ
て
き
た
と
こ

ろ
、
国
士
舘
の
学
生

が
数
人
、
濡
れ
縁
に

腰
掛
け
、
談
笑
し
て

い
る
姿
が
見
ら
れ

た
。
腰
掛
け
た
状
態

で
、
ち
ょ
う
ど
束
と

貫
の
位
置
に
足
が
当

写真 74　現状　濡れ縁　束・貫の削れ写真 75　同右　（拡大）
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た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
痕
跡
は
改
修
等
に
よ

る
も
の
で
は
な
く
、
学
生
た
ち
が
次
の
授
業
の
合
間
な
ど
に
濡
れ

縁
へ
腰
掛
け
、
授
業
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
人
生
を
語
ら
う
際
に

足
が
当
た
り
、
削
れ
た
こ
と
に
よ
る
経
年
痕
跡
で
あ
る
と
判
明
し

た
。
各
時
代
の
若
者
が
大
講
堂
に
集
い
、
語
ら
い
、
こ
こ
を
中
心

に
学
内
外
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。

謝
辞調

査
並
び
に
本
稿
の
執
筆
に
つ
い
て
、
世
田
谷
区
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
・
堀
内
正
昭
氏
（
昭
和
女
子
大
学
教
授
・
工
学
博

士
）、
同
・
重
枝
豊
氏
（
日
本
大
学
教
授
・
工
学
博
士
）、
世
田
谷

区
文
化
財
係
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
国
士
舘
史
資
料
室
・
熊
本
好

宏
氏
に
は
、
全
面
的
な
ご
協
力
ご
助
力
の
ほ
か
、
当
社
牧
野
徹
氏

ほ
か
所
員
の
調
査
・
整
理
・
図
版
製
作
等
の
協
力
が
あ
り
、
投
稿

で
き
た
こ
と
を
感
謝
の
意
と
と
も
に
こ
こ
に
記
し
ま
す
。

註
（
1
）野
帳
：
建
物
の
寸
法
な
ど
を
測
っ
て
書
き
入
れ
た
も
の
。

（
2
）仕
口
：
二
つ
以
上
の
部
材
を
あ
る
角
度
で
接
合
す
る
工
法
。

（
3
）「
中
学
校
設
置
認
可
申
請
書
」（
一
九
二
五
年
三
月
三
〇
日
）。

『
国
士
舘
百
年
史
　
史
料
編
上
』
学
校
法
人
国
士
舘
、

二
〇
一
五
年
、
三
三
四
頁
所
収
。

（
4
）基
壇
：
寺
院
建
築
の
導
入
と
と
も
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
基

礎
工
作
法
。
土
盛
り
の
上
に
建
物
を
建
て
、
周
り
は
石
で

外
装
さ
れ
る
。

（
5
）真
壁
：
和
風
木
造
建
築
に
お
け
る
伝
統
的
構
法
。
壁
を
柱
と

柱
の
間
に
納
め
、
柱
が
外
面
に
現
れ
る
壁
。

（
6
）向
拝
：
社
殿
や
仏
堂
の
正
面
に
差
し
出
さ
れ
た
構
造
物
。
参

詣
人
の
礼
拝
の
た
め
の
も
の
。

（
7
）切
目
：
切
っ
た
面
、
線
、
小
口
な
ど
の
総
称
。

（
8
）濡
れ
縁
：
家
屋
の
外
側
に
設
け
ら
れ
る
雨
ざ
ら
し
の
縁
側
。

（
9
）妻
入
り
：
大お

お

棟む
ね

（
屋
根
の
最
頂
部
の
棟
）
と
平
行
な
方
向
に

入
口
の
あ
る
こ
と
。

（
10
）入
母
屋
造
り
：
入
母
屋
屋
根
を
持
つ
建
物
の
形
式
。
入
母
屋

屋
根
と
は
、
大
棟
か
ら
地
面
に
向
か
う
山
形
の
二
つ
の
傾

斜
面
を
持
ち
（
切
妻
造
り
）、
そ
の
四
方
に
庇
屋
根
を
付
け

た
形
式
。

（
11
）軒
樋
：
屋
根
の
雨
水
を
軒
先
で
受
け
る
樋
。

（
12
）腰
：
建
物
の
壁
面
の
仕
上
げ
や
構
造
が
上
部
と
下
部
で
異

な
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
下
部
の
壁
面
の
こ
と
。

（
13
）舟
肘
木
：
柱
の
上
に
あ
っ
て
軒
を
支
え
る
部
材
の
一
種
。

（
14
）上
屋
：
屋
根
を
支
え
る
主
要
な
構
造
部
を
指
す
。
本
屋
の
外
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壁
に
接
し
て
設
け
ら
れ
た
屋
根
や
そ
の
下
に
あ
る
空
間
を

指
す
下げ

屋や

に
対
し
て
い
う
。

（
15
）竿
縁
天
井
：
竿
縁
を
も
つ
天
井
。
竿
縁
は
天
井
の
下
板
を
支

え
る
た
め
、
ま
た
は
化
粧
と
し
て
、
そ
れ
と
直
角
に
配
さ

れ
た
細
い
材
の
総
称
。

（
16
）折
上
格
天
井
：
回
り
縁
か
ら
湾
曲
し
た
部
材
で
あ
る
支
輪
で

折
り
上
げ
ら
れ
た
格
天
井
。
格
天
井
は
、
断
面
が
二
～
二
・

五
寸
角
の
材
（
格ご

う

縁ぶ
ち

）
を
縦
横
に
組
み
合
わ
せ
裏
板
を
張
っ

た
天
井
。

（
17
）内
法
：
敷
居
の
上
端
か
ら
鴨
居
の
下
端
ま
で
の
長
さ
。
敷
居

は
引
戸
な
ど
を
建
て
込
む
溝
の
あ
る
下
枠
で
あ
り
、
鴨
居

は
そ
の
上
枠
の
こ
と
。

（
18
）敷
桁
：
壁
の
上
部
に
あ
っ
て
柱
を
連
結
し
て
お
く
桁
。
桁
は

柱
間
に
架
け
る
水
平
部
材
。

（
19
）棟
木
：
小
屋
組
（
屋
根
を
支
え
る
骨
組
）
の
頂
部
に
水
平
方

向
に
取
り
付
け
る
横
木
。

（
20
）支
割
り
：
垂
木
（
屋
根
の
下
地
を
支
え
る
た
め
、
棟
か
ら
軒

先
に
渡
す
長
い
木
材
）
の
幅
と
成せ

い

（
上
端
か
ら
下
端
ま
で

の
垂
直
距
離
）
の
和
を
一
枝
と
し
、
柱
間
な
ど
の
心
々
距

離
（
中
心
か
ら
中
心
ま
で
の
距
離
）
を
決
め
る
も
の
。

（
21
）垂
木
：
屋
根
の
下
地
を
支
え
る
た
め
、
棟
か
ら
軒
先
に
渡
す

長
い
木
材
。

（
22
）成
：
上
端
か
ら
下
端
ま
で
の
垂
直
距
離
。

（
23
）割
肌
：
石
な
ど
を
割
っ
た
ま
ま
の
表
面
状
態
。

（
24
）櫛
引
き
：
左
官
仕
上
げ
の
一
種
。
櫛く

し

鏝ご
て

で
縞
状
の
模
様
を
付

け
た
仕
上
げ
。

（
25
）布
基
礎
：
杭
な
ど
を
使
用
せ
ず
直
接
地
盤
に
基
礎
を
作
る
直

接
基
礎
の
一
種
類
。

（
26
）束
：
短
い
垂
直
材
の
総
称
。

（
27
）テ
ー
パ
ー
：
細
長
い
構
造
物
の
径
・
幅
・
厚
み
な
ど
が
、
先

細
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

（
28
）束
石
：
木
造
建
築
の
一
階
床
組
で
床
束
（
床
下
の
束
）
を
立

て
る
た
め
に
据
え
る
径
二
〇
～
二
五
㎝
程
度
の
丸
い
石
。

（
29
）足
固
め
：
複
数
の
柱
の
足
元
を
相
互
に
つ
な
い
で
建
物
を
固

め
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
た
め
の
部
材
。

（
30
）貫
：
柱
を
貫
い
て
相
互
に
つ
な
ぐ
横
木
。
壁
の
下
地
材
の
取

付
け
固
定
と
壁
を
補
強
す
る
た
め
の
も
の
。

（
31
）桁
：
側
柱
の
上
に
の
る
水
平
材
で
垂
木
を
受
け
る
部
材
。

（
32
）梁
：
柱
頭
あ
る
い
は
柱
上
部
の
側
面
で
主
と
し
て
枘ほ

ぞ

差
し

（
木
造
建
物
の
仕
口
の
一
で
枘
と
枘
穴
で
接
合
す
る
も
の
）

に
し
て
あ
る
水
平
材
。
屋
根
の
骨
組
み
を
支
え
る
。

（
33
）石
場
建
て
：
礎
石
の
上
に
直
接
柱
を
立
て
る
た
め
、
柱
の
下

端
を
礎
石
の
凹
凸
に
合
わ
せ
る
工
法
。

（
34
）大
引
：
根
太
（
床
板
を
支
え
る
部
材
）
を
支
え
る
一
〇
㎝
内
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外
の
角
材
の
横
木
。

（
35
）根
太
掛
け
：
根
太
の
端
部
を
受
け
る
横
材
。

（
36
）根
太
：
床
板
を
支
え
る
部
材
。

（
37
）長
手
：
材
の
寸
法
の
長
い
側
。

（
38
）床
束
：
床
を
支
え
る
床
下
の
束
。

（
39
）丸
太
束
：
丸
太
の
短
い
垂
直
材
。

（
40
）荒
床
：
仕
上
げ
床
面
の
下
張
り
と
し
て
張
る
板
床
で
あ
り
、

和
風
建
築
で
は
畳
の
下
に
張
る
床
の
こ
と
。

（
41
）身
舎
空
間
：
建
物
本
体
の
主
要
な
空
間
。

（
42
）庇
空
間
：
建
物
本
体
の
主
要
な
空
間
に
付
加
さ
れ
た
空
間
。

（
43
）陸
梁
：
建
物
の
屋
根
を
支
え
る
小
屋
組
の
一
種
で
あ
る
「
洋

小
屋
組
」（
水
平
材
・
垂
直
材
・
斜
材
を
三
角
形
に
組
み
合

わ
せ
て
作
る
）
の
最
も
下
に
あ
る
梁
。

（
44
）敷
桁
：
壁
の
上
部
に
あ
っ
て
柱
を
連
結
し
て
お
く
桁
。

（
45
）飼
木
：
二
つ
の
部
材
の
間
に
挟
ん
で
両
材
の
位
置
を
正
し
く

保
つ
た
め
に
使
用
す
る
木
材
。

（
46
）丸
桁
：
社
寺
建
築
に
お
い
て
垂
木
を
受
け
る
横
架
材
。

（
47
）差
鴨
居
：
鴨
居
の
う
ち
、
特
に
成
が
七
寸
以
上
二
尺
ほ
ど
ま

で
の
も
の
。
建
築
物
を
支
え
る
柱
や
梁
な
ど
を
固
め
た
り

長
い
柱
間
を
と
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。

（
48
）中
備
え
：
斗と

栱き
ょ
う

（
柱
の
上
で
軒
を
支
え
る
装
置
）
の
間
に

あ
っ
て
各
種
の
桁
を
受
け
る
支
持
材
の
総
称
。

（
49
）込
み
栓
：
二
つ
の
木
材
の
接
合
部
分
を
固
定
す
る
た
め
に
打

ち
込
む
栓
。

（
50
）平
枘
：
木
造
建
物
の
仕
口
に
使
わ
れ
る
枘
の
一
。
幅
に
比
べ

る
と
厚
さ
の
薄
い
も
の
。
柱
と
土
台
、
柱
と
軒
桁
な
ど
に

使
わ
れ
る
。

（
51
）虹
梁
：
社
寺
建
築
に
用
い
ら
れ
る
化
粧
を
兼
ね
た
梁
。

（
52
）鯖
の
尾
：
魚
の
鰭ひ

れ

状
に
切
り
込
ん
だ
形
。

（
53
）背
割
り
：
木
材
の
芯
持
ち
材
に
あ
ら
か
じ
め
鋸の

こ

目め

を
入
れ
、

他
の
部
分
に
乾
燥
に
伴
う
割
れ
の
生
ず
る
こ
と
を
防
止
す

る
方
法
。

（
54
）埋
木
：
木
材
の
疵き

ず

や
節
な
ど
の
欠
陥
部
分
を
鑿の
み

で
穴
堀
り
し

て
木
片
を
充
填
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
木
片
。

（
55
）片
筋
違
い
：
筋
違
い
は
柱
や
梁
な
ど
で
囲
ま
れ
た
四
角
形
の

枠
組
み
に
対
角
線
状
に
入
れ
た
補
強
部
材
の
こ
と
。
風
や

地
震
な
ど
に
よ
っ
て
四
角
形
が
菱
形
に
変
形
す
る
の
を
防

ぐ
。
片
筋
違
い
は
、
た
す
き
状
（
Ｘ
状
）
で
は
な
く
片
側

方
向
だ
け
に
筋
違
い
を
取
り
付
け
た
も
の
。

（
56
）飛
貫
：
壁
の
下
地
材
の
取
付
け
固
定
と
壁
の
補
強
の
た
め
に

取
り
付
け
ら
れ
る
貫
（
建
物
の
柱
を
貫
い
て
、
柱
を
相
互

に
つ
な
ぐ
横
木
）
の
一
種
。

（
57
）小
屋
裏
：
建
物
で
屋
根
裏
に
あ
る
空
間
。
下
方
は
天
井
に

よ
っ
て
区
画
さ
れ
、
小
屋
組
を
隠
し
て
い
る
。



建築調査からみえる国士舘大講堂の建築的特性

69

（
58
）小
屋
組
：
屋
根
を
支
え
る
骨
組
の
こ
と
で
、
屋
根
自
身
の
重

さ
や
風
圧
、
雪
の
重
み
な
ど
を
柱
や
壁
に
伝
え
る
役
割
を

果
た
す
。

（
59
）対
束
：
建
物
の
屋
根
を
支
え
る
小
屋
組
の
一
種
で
あ
る
洋
小

屋
組
（
水
平
材
・
垂
直
材
・
斜
材
を
三
角
形
に
組
み
合
わ

せ
て
作
る
）
の
最
も
下
の
梁
に
お
い
て
左
右
対
称
に
対
立

す
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
束
（
短
い
垂
直
材
）。
二
重
梁

（
上
下
二
重
に
架
け
渡
し
た
二
番
目
の
梁
）
を
受
け
る
た
め

の
も
の
。

（
60
）方
杖
：
洋
小
屋
組
に
お
い
て
、
ト
ラ
ス
（
三
角
形
状
の
骨

組
）
に
用
い
ら
れ
る
短
い
斜
め
の
部
材
。

（
61
）ク
イ
ー
ン
ポ
ス
ト
ト
ラ
ス
：
屋
根
を
山
形
と
し
、
ト
ラ
ス

（
三
角
形
状
の
骨
組
）
の
組
み
方
に
お
い
て
、
左
右
一
対
で

使
用
さ
れ
る
対
束
（
短
い
垂
直
材
）
を
も
つ
も
の
。

（
62
）洋
小
屋
組
：
建
物
の
屋
根
を
支
え
る
骨
組
で
あ
る
小
屋
組
の

一
種
。
水
平
材
・
垂
直
材
・
斜
材
を
三
角
形
に
組
み
合
わ

せ
て
作
る
。

（
63
）母
屋
：
母
屋
桁
の
略
。
屋
根
を
支
え
る
骨
組
に
お
い
て
、
屋

根
の
最
頂
部
の
棟
、
あ
る
い
は
軒
下
で
垂
木
を
受
け
る
軒

桁
に
平
行
し
て
垂
木
ま
た
は
裏
板
（
屋
根
裏
の
板
）
を
支

え
る
部
材
。

（
64
）和
小
屋
組
：
日
本
古
来
の
屋
根
小
屋
組
。
小
屋
組
は
建
物
の

屋
根
を
支
え
る
骨
組
の
こ
と
。
桁
の
上
に
小
屋
梁
を
架
け

渡
し
、
こ
れ
に
束
を
立
て
て
組
む
。
洋
小
屋
に
比
べ
て
斜

材
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
水
平
力
に
弱
く
、
ま
た
大
き
な

梁
を
作
る
に
は
不
適
当
だ
が
、
構
法
が
簡
単
で
あ
り
丸
太

の
よ
う
に
多
少
の
不
整
形
の
材
も
使
用
で
き
る
の
で
経
済

的
で
あ
る
。

（
65
）桔
木
：
梃
子
の
原
理
を
利
用
し
て
、
長
く
突
き
出
て
い
る
軒

先
を
支
え
る
た
め
の
部
材
。

（
66
）登
り
梁
：
木
造
の
建
物
の
屋
根
を
支
え
る
骨
組
に
お
い
て
、

傾
斜
し
て
架
け
ら
れ
た
梁
。

（
67
）二
重
梁
：
小
屋
梁
と
棟
と
の
間
に
あ
る
梁
。

（
68
）鼻
母
屋
：
母
屋
の
う
ち
最
も
軒
に
近
い
位
置
に
あ
る
も
の
。

母
屋
は
屋
根
を
支
え
る
骨
組
に
お
い
て
、
棟
あ
る
い
は
軒

桁
に
平
行
し
て
垂
木
ま
た
は
裏
板
（
屋
根
裏
の
板
）
を
支

え
る
部
材
。

（
69
）キ
ャ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー
：
一
端
が
固
定
支
持
さ
れ
、
他
の
端
が

自
由
な
梁
。

（
70
）ト
ラ
ス
：
部
材
が
三
角
形
を
単
位
と
し
た
構
造
骨
組
の
一

種
。

（
71
）転
び
留
め
：
母
屋
が
転
ば
な
い
よ
う
に
留
め
て
お
く
材
。

（
72
）茅
負
：
垂
木
の
端
部
に
載
る
横
木
。
軒
先
の
曲
線
を
調
節
す

る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
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（
73
）化
粧
軒
：
下
か
ら
見
上
げ
た
場
合
、
垂
木
や
野
地
板
（
屋
根

を
葺
く
下
地
板
）
な
ど
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
軒
。

（
74
）流
れ
：
屋
根
の
水
は
け
の
た
め
に
傾
斜
面
を
作
る
こ
と
。

（
75
）木
小
舞
：
垂
木
上
に
渡
し
た
桟
。

（
76
）化
粧
垂
木
：
軒
下
や
室
内
か
ら
見
え
る
よ
う
な
所
に
現
わ
れ

て
い
る
垂
木
の
総
称
。

（
77
）出
隅
：
二
つ
の
面
が
出
会
っ
て
出
来
る
稜
線
。
外
側
の
角
の

こ
と
。

（
78
）井
桁
：「
井
」
の
字
形
の
も
の
の
総
称
。

（
79
）疎
ら
割
：
垂
木
や
格
子
の
骨
組
と
な
る
部
材
な
ど
を
粗
く
割

り
付
け
る
こ
と
。

（
80
）二
重
裏
甲
：
裏
甲
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
裏
甲
は
茅

負
（
垂
木
の
端
部
に
載
る
横
木
）
の
上
に
載
る
化
粧
の
幅

広
の
厚
板
。

（
81
）野
地
板
：
屋
根
葺
き
材
の
下
地
板
。

（
82
）流
れ
方
向
：
屋
根
の
傾
斜
の
つ
い
て
い
る
先
の
方
向
。

（
83
）見
え
掛
り
：
目
に
み
え
る
部
分
お
よ
び
見
え
る
側
を
い
う
。

（
84
）隅
木
：
屋
根
の
最
頂
部
の
水
平
な
棟
（
大
棟
）
か
ら
四
隅
の

軒
先
に
向
か
っ
て
斜
め
に
流
れ
る
隅
棟
（
屋
根
面
が
互
い

に
接
し
た
部
分
に
で
き
る
、
隅
に
向
か
っ
て
傾
斜
し
た
棟
）

を
支
え
て
い
る
一
種
の
棟
木
。

（
85
）引
渡
し
：
反
り
や
起む

く

り
の
あ
る
屋
根
な
ど
で
、
頂
上
部
の
棟

か
ら
軒
先
ま
で
を
直
線
で
結
ん
だ
時
の
傾
斜
の
こ
と
。

（
86
）大
屋
根
：
建
物
の
主
要
部
分
を
お
お
う
大
き
な
屋
根
。

（
87
）縋
る
破
風
：
本
屋
根
の
軒
先
か
ら
さ
ら
に
付
け
出
さ
れ
た
片

流
れ
の
破
風
。
神
社
・
仏
閣
な
ど
の
屋
根
で
、
礼
拝
の
た

め
設
け
ら
れ
た
正
面
に
張
り
出
し
た
部
分
（
向
拝
）
の
側

面
に
多
く
見
ら
れ
る
。「
縋
る
」
は
「
し
が
み
つ
く
」
の
意

味
。
破
風
は
部
材
の
先
端
部
を
隠
す
た
め
に
取
り
付
け
る

板
（
破
風
板
）
や
部
位
を
指
す
。

（
88
）野
垂
木
：
見
え
な
い
部
分
に
あ
る
垂
木
。

（
89
）狐
格
子
：
上
部
は
二
方
に
、
下
部
は
四
方
に
傾
斜
す
る
屋
根

を
も
つ
入
母
屋
造
り
の
妻
（
屋
根
の
最
頂
部
で
あ
る
棟
と

直
角
に
な
る
両
側
面
）
を
ふ
さ
ぐ
格
子
。
寺
院
な
ど
に
多

い
。

（
90
）懸
魚
：
建
物
の
妻
側
（
屋
根
の
最
頂
部
で
あ
る
棟
と
直
角
に

な
る
両
側
面
）
に
お
い
て
、
棟
木
や
桁
の
先
端
を
隠
す
た

め
の
取
り
付
け
る
装
飾
用
の
板
。

（
91
）破
風
：
部
材
の
先
端
部
を
隠
す
た
め
に
取
り
付
け
る
板
（
破

風
板
）
や
部
位
を
指
す
。

（
92
）前
包
：
入
母
屋
造
り
の
場
合
、
妻
を
ふ
さ
ぐ
狐
格
子
の
下
端

と
屋
根
と
が
接
す
る
部
分
に
あ
る
水
平
材
。

（
93
）板
子
格
子
：
町
屋
の
二
階
に
見
ら
れ
る
格
子
の
一
種
。
幅
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二
・
五
寸
、
厚
さ
四
～
五
分
の
厚
板
を
窓
の
内
側
か
ら
縦
に

釘
付
け
に
し
た
も
の
。

（
94
）水
切
り
：
雨
水
が
下
面
を
伝
わ
っ
て
壁
面
に
達
し
、
浸
水
や

汚
れ
の
原
因
と
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
付
け
る
小
さ
い
溝
、

あ
る
い
は
Ｌ
字
形
の
部
分
。

（
95
）チ
リ
：
柱
を
露
出
す
る
壁
で
あ
る
真
壁
に
お
い
て
、
柱
外
面

と
壁
面
と
の
距
離
。

（
96
）長
押
：
柱
を
両
面
か
ら
挟
み
付
け
て
大
釘
で
打
ち
留
め
て
固

定
し
た
横
材
の
総
称
。

（
97
）薄
縁
床
：
本
畳
の
代
り
に
板
畳
を
敷
き
込
ん
だ
床
の
間
。

（
98
）地
覆
：
構
造
物
の
最
下
部
を
固
め
る
横
木
。
柱
の
最
下
端
の

内
側
に
水
平
に
入
れ
て
あ
る
。

（
99
）框
：
床
に
段
差
が
あ
る
時
、
高
い
方
の
床
の
末
端
に
取
り
付

け
ら
れ
る
化
粧
の
横
木
。

（
（11
）無
目
敷
居
：
戸
な
ど
の
建
具
を
入
れ
込
む
溝
の
刻
ま
れ
て
い

な
い
敷
居
。

（
（1（
）縁
甲
板
張
り
：
床
板
張
り
の
一
種
。
実さ

ね

矧は

ぎ
（
一
方
の
板
に

凸
形
の
突
起
〈
実
〉
を
、
他
方
の
板
に
凹
形
の
溝
〈
小
穴
〉

を
彫
っ
て
継
ぎ
合
わ
せ
る
板
の
接
合
法
）
な
ど
に
し
た
縁

甲
板
を
接
ぎ
合
わ
せ
、
床
板
を
支
え
る
部
材
で
あ
る
根
太

に
取
り
付
け
る
。

（
（12
）内
法
：
敷
居
の
上
端
か
ら
鴨
居
の
下
端
の
こ
と
。

（
（10
）廻
り
縁
：
天
井
と
壁
の
接
す
る
部
分
に
廻
す
見
切
り
縁
。

（
（10
）松
煙
：
松
を
燃
や
し
て
作
っ
た
煤
。

（
（15
）巾
木
：
壁
の
最
下
部
で
床
に
接
す
る
箇
所
に
設
け
た
横
材
。

（
（16
）笠
木
：
塀
、
手
す
り
、
壁
の
腰
の
部
分
に
平
ら
に
板
を
張
る

腰
羽
目
な
ど
の
上
部
材
。

（
（10
）小
舞
：
屋
根
や
壁
の
下
地
で
竹
や
貫
（
水
平
材
）
を
縦
横
に

組
ん
だ
も
の
の
総
称
。

（
（18
）目
透
し
：
二
つ
の
部
材
の
接
合
部
の
隙
間
を
あ
け
る
こ
と
。

（
（10
）二
重
廻
り
縁
：
廻
り
縁
が
二
段
に
な
っ
た
も
の
。

（
（（1
）格
間
：
格
天
井
な
ど
に
お
い
て
、
縦
横
に
組
ん
だ
角
材
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
正
方
形
の
空
間
。

（
（（（
）支
輪
板
：
天
井
を
一
段
高
く
す
る
た
め
使
用
さ
れ
る
湾
曲
し

た
部
材
で
あ
る
支
輪
の
裏
側
に
張
っ
て
あ
る
板
。

（
（（2
）木
摺
り
下
地
：
塗
り
壁
の
下
地
に
用
い
る
小
幅
板
。

（
（（0
）格
縁
：
格
天
井
な
ど
に
お
い
て
、
角
材
を
縦
横
に
組
ん
で
形

成
さ
れ
た
区
画
の
格
組
み
。

（
（（0
）柾
目
：
年
輪
が
材
面
に
対
し
て
ほ
ぼ
直
角
を
な
し
て
い
る
よ

う
な
縦
断
面
の
木
目
の
も
の
。

（
（（5
）突
板
：
木
材
を
刃
物
で
薄
く
殺
い
だ
板
。

（
（（6
）矩
折
れ
：
直
角
に
曲
が
っ
て
い
る
こ
と
。

（
（（0
）羽
重
ね
：
外
壁
や
天
井
な
ど
で
板
を
連
続
的
に
重
ね
合
わ
せ

て
い
く
方
法
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
し
て
張
っ
た
部
分
。
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（
（（8
）天
袋
：
天
井
面
に
接
し
て
造
ら
れ
る
扉
ま
た
は
戸
付
き
の
戸

棚
。

（
（（0
）無
目
鴨
居
：
戸
な
ど
の
建
具
を
入
れ
込
む
溝
の
刻
ま
れ
て
い

な
い
鴨
居
。

（
（21
）突
き
付
け
：
加
工
を
施
さ
ず
、
単
に
材
を
突
き
合
わ
せ
て
釘

や
接
着
剤
な
ど
で
接
合
す
る
こ
と
。

（
（2（
）根
太
天
井
：
根
太
は
床
板
を
受
け
る
横
架
材
の
こ
と
。
根
太

天
井
は
、
二
階
の
床
組
を
一
階
の
天
井
と
し
て
現
わ
し
た

も
の
。

（
（22
）框
戸
：
戸
の
四
周
を
固
め
る
部
材
で
あ
る
框
の
中
に
板
材
を

挟
み
込
ん
だ
建
具
。

（
（20
）嵌
め
殺
し
：
窓
や
障
子
な
ど
嵌
め
た
ま
ま
で
開
閉
が
で
き
な

い
状
態
、
ま
た
は
そ
の
状
態
を
作
る
こ
と
。

（
（20
）差
鴨
居
：
引
戸
な
ど
を
建
て
込
む
溝
付
き
の
上
枠
で
あ
る
鴨

居
の
う
ち
、
特
に
成
が
七
寸
以
上
二
尺
ほ
ど
ま
で
の
も
の
。

建
築
物
を
支
え
る
柱
や
梁
な
ど
を
固
め
た
り
長
い
柱
間
を

と
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。

（
（25
）帯
鉄
：
細
長
く
薄
い
鉄
板
。

（
（26
）腰
付
き
：
腰
板
が
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
腰
板
は
板
戸
な
ど

の
下
の
方
を
板
張
り
に
す
る
板
。

（
（20
）ケ
ン
ド
ン
形
式
：
上
を
鴨
居
に
は
め
込
み
、
下
を
敷
居
の
溝

に
は
め
落
と
し
て
建
て
込
む
こ
と
。

（
（28
）サ
ラ
ン
網
：
サ
ラ
ン
は
塩
化
物
由
来
の
合
成
樹
脂
で
防
虫
網

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。

（
（20
）木
連
れ
格
子
戸
：
格
子
の
裏
に
板
を
張
っ
た
戸
。

（
（01
）床
框
：
床
の
間
の
前
端
に
設
け
ら
れ
る
化
粧
框
（
横
木
）。

（
（0（
）落
し
掛
け
：
床
の
間
や
書
院
窓
の
上
部
に
あ
る
小
壁
下
に
架

け
渡
し
て
あ
る
横
木
。

（
（02
）中
鴨
居
：
鴨
居
と
敷
居
の
中
間
に
取
り
付
け
る
鴨
居
の
こ

と
。

（
（00
）地
長
押
：
柱
の
最
下
部
を
つ
な
ぐ
長
押
。
長
押
は
、
柱
を
両

面
か
ら
挟
み
付
け
て
大
釘
で
打
ち
留
め
て
固
定
し
た
横
材

の
総
称
。

（
（00
）腰
長
押
：
窓
下
な
ど
腰
の
部
分
に
回
さ
れ
た
長
押
。

（
（05
）内
法
長
押
：
内
法
に
あ
る
長
押
。

（
（06
）目
違
い
継
ぎ
：
凹
凸
を
設
け
て
木
材
を
接
合
す
る
方
法
や
接

合
部
の
こ
と
。

（
（00
）枕
捌
き
：
長
押
を
床
柱
の
裏
壁
の
位
置
ま
で
回
す
こ
と
。

（
（08
）雛
留
め
：
長
押
を
床
柱
の
表
面
の
途
中
で
見
切
る
場
合
、
そ

の
木
口
を
隠
す
た
め
に
使
わ
れ
る
仕
口
。

（
（00
）釘
隠
し
：
長
押
を
打
ち
留
め
て
い
る
大
釘
の
頭
を
隠
す
た
め

の
化
粧
金
具
。

（
（01
）さ
さ
ら
桁
：
階
段
上
に
切
り
込
ん
だ
刻
み
目
の
上
に
階
段
の

踏
み
板
を
の
せ
て
支
え
る
も
の
。
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（
（0（
）蹴
込
み
板
：
階
段
の
踏
み
板
と
踏
み
板
の
間
の
垂
直
な
部
分

の
板
。

（
（02
）縁
葛
：
縁
側
に
張
る
板
を
支
え
る
た
め
に
、
縁
側
下
の
縁
束

の
頭
部
を
連
結
す
る
横
木
。

（
（00
）矧
木
：
矧
ぎ
足
し
た
材
、
も
し
く
は
矧
ぎ
足
す
こ
と
。

（
（00
）下
り
棟
：
屋
根
の
流
れ
に
沿
っ
て
軒
先
に
向
か
う
棟
の
総

称
。
棟
は
二
つ
の
傾
斜
し
た
屋
根
面
が
交
わ
る
部
分
。

（
（05
）隅
棟
：
屋
根
面
が
互
い
に
接
し
た
部
分
に
で
き
る
、
隅
に
向

か
っ
て
傾
斜
し
た
棟
。

（
（06
）ス
レ
ー
ト
：
粘
土
が
堆
積
し
て
で
き
た
薄
く
割
れ
や
す
い
頁け

つ

岩が
ん

、
お
よ
び
頁
岩
や
泥
岩
が
圧
力
で
固
ま
っ
た
粘
板
岩
の

薄
板
。

（
（00
）木
口
：
部
材
の
端
面
、
木
材
の
切
り
口
の
こ
と
。

（
（08
）鶴
首
金
物
：
軒
樋
を
垂
木
な
ど
に
固
定
す
る
金
物
。

（
（00
）腰
貫
：
建
物
の
腰
の
部
分
（
窓
の
下
辺
り
）
の
位
置
に
設
け

ら
れ
た
貫
。
貫
は
柱
を
貫
い
て
相
互
に
つ
な
ぐ
横
木
で
あ

り
、
壁
下
地
材
の
取
付
け
固
定
と
壁
の
補
強
の
た
め
の
も

の
。

（
（51
）裏
甲
：
茅
負
の
上
に
載
る
化
粧
の
幅
広
の
厚
板
。

（
（5（
）不
陸
：
水
平
で
な
い
こ
と
、
面
が
平
ら
で
な
い
こ
と
。

（
（52
）「
中
学
校
設
置
ノ
件
」（『
設
置
廃
止
（
位
置
変
更
、
改
称
）

に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
都
（
大
正
12
年

－

昭
和
21
年
）』、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
所
収
。

（
（50
）下
見
板
：
板
の
長
さ
方
向
を
水
平
に
し
て
張
っ
た
板
壁
、
ま

た
は
張
る
こ
と
。

（
（50
）寄
棟
造
り
：
大
棟
（
屋
根
の
最
頂
部
の
水
平
な
棟
）
の
両
端

か
ら
、
四
方
に
隅
棟
（
屋
根
面
が
接
し
た
部
分
に
で
き
る

傾
斜
し
た
棟
）
が
降
り
る
建
物
の
形
式
。

（
（55
）切
妻
造
り
：
切
妻
屋
根
を
持
つ
建
物
。
切
妻
屋
根
は
、
屋
根

の
最
頂
部
で
あ
る
大
棟
か
ら
両
側
に
流
れ
を
も
つ
も
の
。

（
（56
）地
窓
：
床
面
に
接
し
た
位
置
に
あ
る
窓
。

（
（50
）当
板
：
部
材
に
添
え
て
取
り
付
け
る
板
。

（
（58
）無
目
落
し
掛
け
：
溝
の
彫
ら
れ
て
い
な
い
落
し
掛
け
。
落
し

掛
け
は
、
床
の
間
や
書
院
窓
の
上
部
に
あ
る
小
壁
下
に
架

け
渡
し
て
あ
る
横
木
。

（
（50
）鏡
板
天
井
：
細
長
い
小
材
や
角
材
な
ど
に
よ
る
縁
が
な
く
、

一
枚
の
鏡
板
（
平
ら
で
大
き
な
板
）
を
張
り
上
げ
た
天
井
。


